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第 1 草 
Windows バ ー ジ ョ ン 3.1 と の 比較 


1.1 新しく 加わ っ た 機能 


Windows 95 で は 以前 の Windows バ ー ジ ョ ン 3. 1 の バー ジョ ン ア ッ プ 版 と いう 位置 
付け で ある が , フル モデ ル チ ェ ンジ と 呼べ る ほど の 機能 強化 , お よび 多数 の 機能 が 
追加 され て いる . 特に Windows バ ー ジ ョ ン 3. 1 で 不満 の 多かっ た プロ グラ ム 
マネ ー ジ ャ と ファ イル マネ ー ジ ャ の 使い 難 さ は , 新しい デス ク トッ プ 環 境 に より 解 
消さ れ て いる . また , MS-DOS か ら 起 動 し な く て は な ら な か っ た こと に よる メモ リ や 
パプ ォ ー マ ンス の 制限 な どの 不満 も 改善 され た . 

それ に も か か わら ず Windows バー ジョ ン 3. 1 用 に 開発 され た 既存 の 16 ビ ッ ト 用 
アプ リケーション や MS-DO0S ア プリ ケー ショ ン と の 高い 互換 性 も 保 た れ て いる . 以前 
の Windows か ら の 移行 も 考慮 され て お り , プロ グラ ム マ ネー ジャ や ファ イル マネ ー 
ジャ も 用 意 さ れ て いる . 

新しく 追加 お よび 強化 され た お も な 機能 は 以下 の も の で ある . 


・ 全 面 的 に 改良 され た 新しい ユー ザー イン ター フェ イス 
32 ピッド マ ルプ クス クア ン リ クー ショ と の が ボート 
・MS-DO0S ア プリ ケー ショ ン の 互換 性 の 向上 

・ 安 全 性 の 高い , 独立 し た アプ リケーション の 実行 

・ 最 大 255 文 字 ま で 使用 で きる ファ イル 多 

* ワ ラグ あみ プレイ 

・32 ビ ッ ト 高 速 デ ジタル ビデ オ 再 生 機能 の 標準 装備 
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・ 印 刷 和 機能 の 改良 
・32 ビ ッ ト ネ ットワーク と 通信 機能 の 標準 装備 
・32 ビ ッ ト フ ァイル シス テム の 導入 に よる ディ スク アク セス の 向上 


と ム マ ム = ム テーー 一 
系 2 草 
PE 


2.1 プリ エン ブ プティ ブ な マル チタ スク 


田 indows バ ー ジ ョ ン 3.1 の マル チタ スク 環境 


Windows バ ー ジ ョ ン 3.1 は 疑似 メル チタ スク と で も 呼べ る よう な オペ レー ティ ン 
グ シ ステ ム で あっ た . これ は オペ ベレ ビー ティ ング シス テム が 実行 中 の アプ リグ ケー ショ 
ン を , 完全 に 管理 下 に お いて いな いと いう こと を 意味 し て いる . 例え ば , CPU の 実 
行 時 間 を 占有 し て し まう よう な アプ リケーション が ある と , ユー ザー は その アプ リ 
ケー ショ ン が CPU 時 間 を 解放 する まで , 他 の タス ク に 切り 替え る こと が で き な か っ 
時 

また , Windows バ ー ジ ョ ン 3. 1 用 アプ リケーション MS-D0S ア プリ ケー ショ ン は 
16 ビ ッ ト ア プリ ケー ショ ン で ある . CPU は 80386 以 降 32 ビッ ト ア ー キ テク チャ で 実 
行 さ れる が , シス テム や アプ リケーション は 実は 8086 以 来 の 16 ビ ッ ト 環 境 で 動作 し 
て いた . この た め , いく つも の 制限 が あっ た . 

Windows バ パー ジョ ン 3.1 で も Win32s ラ イブ ラリ を 組み 込む こと に より , 32 ビ ッ ト 
で 動作 する アプ リケーション も ある . また , MS-DO0S エ クス テン ダ 等 に よ り 32 ビッ 

ト で 動作 する MS-DOS ア プリ ケー ショ ン も 存在 する . 


第 2。 アー キテ ンチ ル 


実 メ モリ と アプ リケーション 実行 時 の メモ リ の イメ ー ジ 


| Windnwrs ロロ Windnwrs さ .W 
| 


Win3z ア プリ ミ Win16 ア プリ ミ 
は ーー ニ = 
Win1e ア プリ ッ 


W1n さ 2 アゴ ロッ 


Win さ 2 アゴ リロ 1 Win15 ア ゴロ 1 
WW1H15 W1H1G W1H1G 
アゴ ロイ ー ジ ョ ーー アー イリ イー ショ ーー | アゴ ロイ ーション | | アゴ ロサ イー ショ ヨー 
井 有 部 井 有 部 井 有 部 井 有 部 井 有 部 


| ヒーーーーーーーーーーーーーーーー 


守 メ モリ ー アプ ゴリ ケー ジョ ッ ン か らち ら 昌 圧 六 モリ ー 


一!indows 95 の 32 ビ ッ ト ア プリ ケー ショ ン 


Windows 95 で も 従来 の Windows バ ー ジ ョ ン 3. 1 用 アプ リケーション は ほとん ど 問 
題 な く 動作 する . さら に MS-D0S 用 の アプ リケーション も , Windows バ ー ジ ョ ン 3. 1 
の MS-DOS プ ロン プ ト に 比べ て 安定 し て 実行 で きる . 

し か し , Windows 95 用 アプ リケーション は 32 ビ ッ ト プ ブ プロテクト モー ド の アプ ブリ 
ケー ショ ン で な けれ ば な ら な い . 32 ビ ッ ト 化 され た Windows 95 ア プリ ケー ショ ン 
の ほとん ど は , 従来 より も 更に 高速 に 動作 する . 同じ マシ ン 上 で も 処理 能力 が 向上 
する た め , 快適 性 が 向上 する . 

アプ リケーション を 32 ビ ッ ト 化 すれ ば 16 ビ ッ ト で あっ た が 政 の 制限 が 減少 する . 
Windows バー ジョ ン 3. 1 で は 起動 時 の MS-DOS の コン ベン ショ ナル メモ リ が 少な いと 
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動作 し な か っ た り , 途中 で メモ リ が 足り な いと いう エラ ー に な る こと が あっ た . ま 
た , メモ リ に 余裕 が あっ て も シス テム リソー ス が 不足 し , 起動 し な か っ た り , 異常 
動作 する アプ リケーション が あっ た . Windows 95 の アプ リケーション で は これ ら 
の 問題 は 解決 し て いる . 


田 16 ビ ッ ト と 32 ビ ッ ト ア プリ ケー ショ ン の 違い 


1 NG CPU は 16 ビ ッ ト の メモ リア ドレ ス を アプ 
リケーション 毎 に 仮想 的 に 割り 振ら な く て は な ら な か っ た . 32 ビ ッ ト ア ブフ ブリ 
か ーション で は 。 シ ステ ム が アプ リケーション に 単 一 の メモ リ 間 を 与え る た め 
AP が アド レス 空間 を 意識 する 必要 が な く な っ た . 

また , シス テム 側 の モジ ュー ル が 32 ビ ッ ト 化 され た た め , 従来 より 高速 に 動作 す 
る . 


H5-DI 由 びび Windnws さ で windnwms ロ ロ で 便 用 する 32 ビ ッ ト レ ジス タ 
梗 用 する 1 ロビ ッ ト レ ジス 


1 回 


田 ブ リエ ンプ ティブ な マル チタ スク 


Window s バ ー ジ ョ ン 3.1 の 16 ビ ッ ト の メモ リ 空 間 を 複数 用 意 す る 疑似 マル チタ ス 
ク グ に 対し て 。 Windows 95 ほ グリ エン グティ ノ な マル チタ クス キン グ オ ペレ ー デ ィ ン 
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グ シ ステ ム で ある . オペ レー ティ ング シス テム は 実行 中 の アプ リケーション の 状態 
に か か わら ず , 自由 に タス ク の スケ ジュ ー リ ング が で きる . 

疑似 マル チタ スク で は 1 つの アプ リケーション が ハン グ ア デア ッ プ する と , Windows 
の 動作 まで 異常 に な る こと が あっ た . この 場合 , 他 の アプ リケーション も 制御 で き 
な く な り デ ー タ を 失う 可能 性 も あっ た . また , 長い CPU 時 間 を 占有 し て し まう アプ 
リケーション を 使用 し て いる と , バッ ク グ ラウ ンド で 動作 する プリ ント マネ ー ジ ャ 
等 の パフ ォ ー マ ンス が か な り 低 下 し て し まっ た . 

これ ら の 間 題 も , プリ エン プティ ブ な マル チタ スク の スケ ジュ ー リ ング 機能 に よ 
り 解 濯 され た . また , 1 つの アプ リケーション が 制御 不能 に な っ た り 異 常 終 了 し て 
も , ある い は サー バ が シス テム ダウ ン し て し まっ て も , 他 の アプ リケーション に 披 
害 を 及 す 可能 吐 が 低く な り , シス テム の 信頼 性 が 大 幅 に 向上 し た . 


アブ プリ ケー ジョ ン 吾 に 独立 し た キュ ー 


キー ボー ド ・ マ ロス ・ シ ステ 上 - ボード ・ ・ シ ステ あがら の Ia セージ 
NE セー キー ボー ト ・ マ ロス ・ シ ステ 上 地 本 宮 モ ー ジ 


に WE 直下 lgEm 
に に 半 09 遇 0 に 9 申 コ ROBE 
に 上 半井 3E 09009T コ llE ia 


イップ トキ ュー イッ プ ョ トキ ュー | イー イプ ョ トキ ュー ゴーゴ プッ ョ トキ ュー 


に 590 SB ll 
に | セー ジ | ポ ゅ セー | セー 
に 絆 競 8 し ポッ ニセ ニ ジ | No セ - ジ | 


WinHn さき で 吐 Windnms ロ で は メッセ ー 評 芝 
メ ョ セー ダキ ュー アブ プリ ケー ョ マッ ご と に 振 9 
を 共有 し て 中 名 けち 折 て 旭 立 し 左 キ ュー に 上 吉 高 
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2.2 ファ イル シス テム の 拡張 


Windows 95 で は ロン グフ ァイル 名 を サボ ポ ー ト し た VFAT と 呼ば れる 拡 娠 ファ イル 
シス テム が 採用 され て いる . WindowsNT の NTFS と 似 て いる が , NTFS は VFAT と 負い 
セキ ュ リ ティ が 考慮 され て いる . 


田 ロ ング ファ イル 名 の サポ ー ト 


MS-DOS の 制約 で あっ た , ファ イル 名 8 文字 と 拡張 子 3 文字 の 組み 合わ せ の FAT 
ファ イル シス テム が , Windows 95 で は ファ イル 名 を 255 文 字 ま で 付け られ る よ うに 
な っ た . 従来 は 全角 文字 を 使用 する と 4 文字 まで し か ファ イル 名 を 付け られ ず 
ファ イル 名 か ら 内容 を 判断 する こと が 難し か っ た が , この ロン グフ ァイル 衝 を 使用 
する こと で ファ イル の 管理 や 検索 が 容易 に な っ た . ディ レク トリ 名 も 同様 に 25 5 文 
字 ま で 対応 し て いる . 

また , MS-DOS で 使用 で き な か っ た , +, :=[] の 6 つの キャ ラク ター が 新た に 使用 
でき の に の 0008 3706 

ネネ ットワーク 上 で の ロン グフ ァイル 名 の 使用 で ある が , Windows 95 同 士 , ある 
い は ネッ トワ ー ク サー バ が ロン グフ ァイル 名 を サポ ー ト し て いれ ば 使用 で きる . 


画 既存 の アブ リケーション と の 互換 性 


確か が が こ ロ ング ファ イル 名 は 便利 で ある が , 既存 の MS-DO0S お よび , Windows ア プリ 
ケー ショ ン と の 互換 性 が 問題 に な る . この 問題 は 長い ファ イル 名 か ら 短 い 8.3 形 穫 
の ファ イル を 生成 する こと で 解 背 され て いる . 通常 Windows 95 上 で は ロン グ ファ 
イル 名 を 使用 し , 既存 の MS-DOS 用 お よび Windows バー ジョ ン 3.1 用 の アプ リ ケ ー 
ショ ン で 8. 3 形式 を 必要 と する 場合 は , Windows 95 の シス テム が 生成 し た ファ イ 
ル 名 を 使用 する . これ は , プロ パテ ィ ー や , MS-D0S プ ロン プ ト ト の DIR コ マン ド で 准 
BOO の YS 
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また , 今 ま で の Windows バ ー ジ ョ ン 3.1 お よび MS-DOS と の 互換 性 の た め 拡 張 才 は 
必要 で ある が , Windows 95 上 の デフ ォ ル ト で は 表示 され な いよ うに な っ て いる . 


弄 CD-ROM で の ロン グフ ァイル 名 の 使用 


CD-ROM ドラ イブ で は VFAT に 似 た , CDFS と いう ファ イル シス テ ム が 採用 され て い 
る . Windows 95 で は CD-ROM ドラ イブ が 検出 され る と 自動 的 に CDFS ドラ イ バ を ロー 
ド す る 件 組 み に な っ て いる . CDFS ドラ イ バ は プロ テク トモ ー ド 用 の MSCDEX. EXE と 
似 た も の で ある が , CD-ROM ド ライ ブ が 書き 込み も サポ ー ト し て いる 場合 は マル チ 
セッ ショ ン 書 き 込 み が で きる . 

CDFS も VFAT と 同様 に ロン グフ ァイル 名 が 使用 で き , 従来 か ら の IS09660 形 式 の 
CD-ROM も 読み 込み 可能 で ある . Windows 95 の MS-DO0S 互 換 ボ ックス で は , ロン グ 
ファ イル 名 は VFAT と 同様 に 8. 3 形式 に 変換 され た ファ イル が 表示 され る 仕組 み に 
な っ て いる . 


Wi ロロ フィ ァイル 立 や 


ョ 2 ビュ ト ED-RnH| | - _ 
コ ァ イル セス テ 此 2 2 
CyCDFS) 


させ ビュ トト FAT 
コテ ゴル シセ ユエ テ 占 
(WWF 上 T) 


思 加 用 コ ァ イ 』j 
エエ 占 
コ セ - ネ ント 


2.3 3 つの MS-DO0S モ ー ド 


MS-D0S か ら 起動 する 必要 が な く な っ た Windows 95 だ が , 既存 する 多数 の MS-D0S 
用 アプ リケーション が いま だ に 存在 する . これ ら の アプ リケーション の た め に 
Windows 95 で は 3 つの MS-DO0S モ ー ド が 存在 する . 

複数 の MS-DOS 互換 モー ド を 起動 し て いて も , それ ぞ れ が ロー カル な MS-DOS 仮 想 
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マシ ン と し て 動作 する の で , 以前 に 比べ て 安定 性 が 向上 し て いる . 
捧 た 。 MS=D05 ア ブフ リケーション それ ぞ れ に 対し で 上 パテ ディ ー が 設定 で き 。 個 
別 の CONFIG. SYS ある い は AUTOEXEC. BAT フ ァイル の 指定 が 可能 で ある . 


ャ ステ 全 相 マ セー 


WTHHnm8H ロ コア 


画 MS-DOS 互 換 モ ー ド (ウイ ンド ウ ) 


Windows 95 の デス クト ッ プ 上 に ウイ ンド ツウ 表示 され る , MS-DOS 互 換 モ ー ド で あ 
る . この MS-DO0S 互 換 モ ー ド に は Windows バ ー ジ ョ ン 3.1 か ら 起 動 す る MS-DO0S プ ロン 
プ ト と 比較 し て 以下 の よう な 特徴 が ある . 


・ コ ン ベ ン ショ ナル メモ リ が 広い 

・MS-DOS ア プリ ケー ショ ン の 互換 性 と 安定 性 の 向上 

・ ア プリ ケー ショ ン 毎 に 実行 環境 を 設定 する プロ パテ ィ ー の サポ ー ト 

・ ツ ー ル ノー の 利用 

・Windows ア プリ ケー ショ ン と 同様 の MS-DO0S ア プリ ケー ショ ン の 直接 終了 
・True Type フ ォ ン ト の サポ ー ト と , フォ ント お よび ウイ ンド ウサ イズ の 変更 
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画 MS-DOS 互 換 モ ー ド (フル スク リー ン ) 


Windows 95 か ら 起 動 す る フレ ルレ スクリーン で の MS-DO0S 互 換 モ ー ド で ある . MS-D0S 
と の 互換 性 は ウイ ンド ウツ ウ 表示 グラ フィ ッ ク よ り さら に 高く ,。 グラ フィ ッ ク を 使用 し 
た ゲー ム や アプ リケーション の 一 部 は ,。 この フル スク リー ン モ ー ド で 起動 で きる. 
ウイ ンド ツウ 表示 の MS-DO0S 互 換 モ ー ド と 比較 する と ツー ル バ ー が 表示 され な いな どの 
違い は ある が , タス ク を 切り 替え て プロ パテ ィ ー で 設定 する か , GRPHTRETURN キー 
で ウイ ンド ツウ 表示 と フル スク リー ン 表 示 を 切り 替え る こと が で きる . 


田 シ ング ル MS-DOS モ ー ド 


この モー ド は 前 述 し た 2 つの モー ド と 知 い , Windows 95 が 切り 離さ れ て いる 
MS-DO0S モ ー ド で ある . ハー ド ワ ウェア を 直接 制御 し て いる ゲー ム や アプ リケーション 
の 場合 , MS-DOS 互 換 モ ー ド で は 正常 に 動作 し な い 可 能 性 が ある . この よう な 場合 は 
シン グル MS-DO0S モ ー ド で 実行 する 必要 が ある . 
プロ パテ ィ で MS-D0S モ ー ド 起動 肝 の アイ コン を 作成 し , 実行 する こと に より シ 
ング ル MS-D0S モ ー ド に な る . Windows 95 の コー ド が メモ リ か ら 切 り 離 され , フレ 
スク リー ン の MS-DO0S プ ロン プ ト が 表示 され る . EXIT コ マン ド に より 再び Windows 
95 の コー ド が 読み 込ま れ , デス クト ッ プ 画面 に 戻る .、 ただし, この モー ド に 移行 す 
る に は すべ て の プロ グラ ム を 終了 し な けれ ば な ら な い . 
この 他 に も シン グル MS-DOS モ ー ド に 移行 で きる 方 法 が ある . コン ピュ ー タ ー の 
起動 時 の , IWindows95 を 起動 し て いま す 」 が 表示 され て いる 時 に F8 キ ー を 押す こ 
と に より , メニ ュー が 表示 され る . この メニ ュー か ら 「Command prompt onlyl 
を 選択 する こと に より シン グル MS-D0S モ ー ド に な る . この 場合 コマ ンド プロ ンプ 
ト よ り コ マン ド を 入力 する こと に より Windows 95 が 起動 する . また Windows 95 の 
終了 時 に , IMS-DO0S モ ー ド で コン ピュ ー タ ー を 再起 動 す る 」 を 選択 し て も この モー 
ド に 移行 する . 


第 3 章 ユー ザー イン ター フェ ー ス 
党 3 音 
葛 っ 早 - 
ユー ザー イン ター フェ ー ス 


Windows 95 の 新しい ユー ザー イ シン ターフ ェ ィ イス が 採用 され , 起動 する と デス ク 
トッ プ が 表示 され る . デス ク トッ プ 上 に は Windows バー ジョ ン 3. 1 と 異な り , プロ 
グラ ム マ ネー ジャ 等 は 表示 され ず , アイ コン と タス ク バ ー が 表示 され る . 

全般 的 に は , 多 階 層 の メニ ュー シス テム は タブ 付き の プロ パテ ィ ー 方 式 に 置き 換 
えら れ , 環境 の 設定 に は 後戻り の で きる ウイ ザー ド が 採用 され た . また , マウ ス の 
右 ボ タン クリ ッ ク に よる ポッ プア ッ プ が シス テム と し て 正式 に サポ ー ト され た . 


田 デ スク トッ プ 


初期 状態 で は デス ク トッ プ に は マイ コ ンピュータ, ごみ箱 と , さら に イン ス トー 
ル 内 容 に よっ て いく つか の アイ コン と 下部 に タス ク バ ー が 表示 され て いる . 

マイ コン ピュ ー タ の アイ コン は 名 前 の 通り , ユー ザー 自身 の マシ ン を 指す . この 
アイ コン に カー ソル を あわ せ て で マウス の 左 ボ タン で ダブ ルク リック する こと に より 
ファ イル を 階層 的 に 探し 出し , アプ リケーション を 実行 する こ と が で きる . 以前 の 
ディ レク トリ は フォ ル ダ と いう 名 前 で 呼ば れる よう に な っ た . 

ネネ ットワーク に 撲 続 さ れ て いれ ば , ネネ ットワーク コン ピュ ー タ の アイ コン が 表示 
され る . これ は , マイ コン ピュ ー タ と 同様 に 。 ネッ トワ ー ク 上 の コン ピュ ー タ の リ 
ソー ス を 使用 する こと が で きる . 

ご み 箱 の アイ コン は 削除 する ファ イル を 一 時 的 に 格納 する フォ ル ダ で ある . コー 
ザー が 削除 し た ファ イル は , この フォ ル ダ に 保存 され , あたかも 削除 され た か の よ 
うに 見 える が , いつ で も 必要 な 時 に も と の 場所 に 戻す こと が で きる . ご み 箱 を 宮 こ 
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する と 完全 に ハー ド デ ィ スク か ら 削 除 さ れ , 復旧 する こと は で き な い . ファ イル の 
削除 が ゴミ 箱 を 経由 する こと で , 誤っ て ファ イル を 削除 する 危険 が 軽 大 さ れる . 

デス クト ッ プ 上 に は , ファ イル の アイ コン を 配置 で きる . さら に , ファ イル その 
も の で は な く , ファ イル の ショ ー ト カッ ト と いう 名 前 の アイ コン を 配置 する こと も 
で きる . ショ ー ト カッ ト に は 小さ な 矢 が 表示 され る . 


田 タ スク バー 
| お に 放 


導 メタ ー ト | 


Windows 99 の デス クト ッ プ に は タス ク バ ー が 表示 され て いる . タス ク バ ー に は 
パード ボタ ン が め り 、 この ホク ンジ とる を ク リック する ひと で 、 メ ニュー の ボッ ッッ プッ 
プレ し, ユー ザー が 行 お うと し て いる こと の 多く が 実行 で きる . 

初期 状態 の スタ ー ト ボタ ン に は 以下 の メニ ュー が 表示 され る . 


ブログ ラム 以前 の プロ グラ ム マ ネー ジャ に 相当 する も の 
・ 最 近 使っ た ファ イル 以前 に 使っ た ファ イル が 選択 可能 
・ 設 定 Windows 95 の 環境 設定 と メニ ュー の カス タマ イズ 
・ 検 索 ファ イル や フォ ル ダ の 検索 
(複数 条件 の 組み 合わ せ 可 能 
・ ヘ ソレ プ ヘソ レプ の 参照 


・ フ ァイル 和 を 指定 し て 実行 アイ コン か ら で は な く , ファ イル 名 を 指定 し て 
アプ リケーション を 実行 
・Windows の 終了 Windows の 終了 お よび 再起 動 


上 記 の メニ ュー 以外 に も イン スト ー ル 方 法 に よっ て メニ ュー に 項目 が 追加 され る 
こと が ある . ユー ザー が カス タマ イズ する こと も 可能 で ある . 
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タス ク バ ー に は スタ ー ト ボタ ン 以 外 に も , 起動 中 の アプ リケーション 開い て い 
る フォ ル ダ ー が 表示 され , クリ ッ ク す る こと で アプ リケーション を 切り 替え る こと 
2Y で きる 。 タダ タスクバー は 通 滞 。 アア リグ ケー ンション より 前 に 表示 され る の で フォ ー 
カス され て いな い ア プリ ケー ショ ン も 即座 に 切り 替え る こと が で きる . 

また 、 時 計 が 表示 され て いる . さら に アプ リケーション や ドラ イ バ に よっ て , ス 
テー タス が 表示 され る . 例え ば , ボリ ュー ムコ ント ロー ル や バッ テリ ー 表 示 , 日 本 
語 入 力 等 で 使用 され る . 


田 ウ イン ドウ 


アプ リケーション の ウイ ンド ウ に は , 通常 3 つの ボタ ン が 用 意 さ れ て いる . 最小 
化 , 最大 化 , 終了 の 3 つ で ある . Windows バー ジョ ン 3.1 の ウイ ンド ウ に 加え て 
1 回 の クリ ッ ク で アプ リケーション を 終了 する こと が で きる ボタ ン が 追加 され た . 
以前 の バー ジョ ン と 同様 に ウイ ンド ウ の 左上 クリ ッ ク に よる ウィ ンド ウサ イズ の 変 
更 や 終了 も 可能 で ある . 


問 回 四 


第 4 章 ブラ グ & プ レイ 
党 4 音 
項 人 4 早 
ブ プラグ & ブ プ レイ 


田 ブ ラグ & プ レイ の アド バン テー ジ 


パー ソナ ルレ コン ピュ ー タ の ユー ザー は , 拡張 スロ ッ ト 拡 張 バ ス 等 に 機能 拡張 の 
た め の デ バイ ス を 接続 する こと が で きる . 複数 の デバ イス を 拉 続 する と , I/0 ア ド 
レス , IRQ (割り 込み 要求 ) , メモ リ , DMA (ダイ レク トメ モリ アク セス ) チャ ネル レ 
の コン フリ クト ( 軍 複 ) に より 正常 な 動作 を し な い 場 合 が ある . 従来 は デバ イス の 
マニ ュ ア ル を 参照 し , 他 の デバ イス を 考慮 し な が ら , 設定 を 手動 で 行わ な く て は な 
ら な か っ た . 

Windows 95 用 の プラ グ 双 プレ イ 規格 に 対応 し た デバ イス は , コン ピュ ー タ に 接 
続 す る だ け で 使用 で きる よう に な る . 以前 の よ うに ディ ッ プ スイ ッ チ 等 の 設定 を せ 
ず に , コン ピュ ー タ が 起動 する と Windows 95 が 新しい ハー ドウ ェ ア を 自動 的 に 認 
識 し , セッ ト ア ッ プ を 行う よう に な っ た . マシ ン に イン スト ー ル され て いる 機器 や 
ドラ イ バ を 参照 し な が ら 最 適 な 設定 と ドラ イ バ の 組み 込み が 行わ れる . 

PCMCIA カ ー ド の 場合 は マシ ン の 電源 を 入れ た まま 抜き 差し で きる . カー ド を 差 
し 込む と ドラ イ バ が 自動 的 に ロー ド さ れ , 抜く と 占有 し て いた メモ リ が 解放 され る 
この プラ グ 双 プレ イ 対応 の 機器 に は , スロ ッ ト に 差す 内 蔵 カ ー ド だ け で は な く , 
CD-ROM ドラ イブ CRT モ ニタ ク 等 の 外部 接続 用 の 機器 の 規格 も 存在 する . 例え ば プ ヲ 
グ 交 プレ イ 対 応 の CRT モ ニタ を 使用 し た 場合 , Windows 95 が 目 動 的 に , 表示 で きる 
周波 数 や 解像度 を ビデ オカ ー ド と 組み 合わ せる . ビデ オカ ー ド で 出力 で きる 解像度 

で あっ て も , CRT モ ニタ が 表示 で き な い 周波 数 の 場合 は , 表示 され な い . 
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起動 時 に 自動 的 に 認識 され な い デ バイ ス を 組み 込む や に は , コン トロ ー ル パネ ル か 
ら グ パー ドウ ェ ア ア イラ ヨン を 選択 する こと に より , ハー ドウ ェ ア ウィ ザー ド が 起動 す 
る . ハー ドウ ェ ア ウ イザ ー ド で は 自動 的 に ,。 ある い は 対話 的 に 指定 し な が ら 組 み 込 
の RS だ 0 で G き の 。 

また , 組み 込ま れ て いる デバ イス 情報 は コン トロ ー ル パネ ル の シス テム アイ コン 
を 選択 する こと に より 参照 する こと が で きる . 


以下 は 主 な ハー ドウ ェ ア デ バイ ス の 種類 別 の 一 覧 で ある . 


・ キ ー ボ ー ド 
サッ ンド ビグ スク グー の コン ドロ ー ク 

「 ソ スク クラ テバ イズ 人 に マリ リー ボード 227 2 
・ デ ィ ス ク ドラ イブ 

0 の AM アグ の 
YS イス クコ ンド ローク 

プロ ウッ ロー アイ ベク ヨン トー ビク 
・COM ポ ー ト ・LPT ポ ー ト 

2 

SE デム 

s ES ニダ 

・PCMC1A 

・CD-ROM コ ント ロー ラ 

・SCST コ ント ロー ラ 

2K 必 トウ レーク アゲ グッ ク 

2 の と 2 の 

・ メ モリ カー ド 
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画 プ ラグ & プ レイ 機能 に 対応 し て いな い デ バイ ス 


プラ グ 必 プレイ に 対応 し て いな い 従 来 の デバ イス の 場合 は , 手動 で 設定 し な けれ 
ば な ら な い . Windows 95 が デバ イス を 訟 識 す る と, レジ スト リ 内 に リソー ス 構 式 
の 情報 が 保存 され る た め , ユー ザー は 個別 に 覚え て お く 必 要 が な く な っ た . プラ 
グ 交 プレ イ 対 応 デ バイ ス と 非 対 応 の デバ イス が 混在 する 場合 で も , 非 対 応 の デバ イ 
ス を 優先 的 に 割 り 当 て る た め 設 定 の コン フリ クト が 避け られ る . 今後 発売 され る デ 
バイ ス の ほとん ど は プラ グ 層 プレ イ に 対応 する が , 新しい デバ イス に 付属 する イン 
スト ー ル ディ スク を 使用 する 必要 が ある . 

Windows 95 に は プラ グ 色 プレ イ で は な い が ア プリ ケー ショ ン の 自動 イン ス トー 
ル 機 能 も 用 意 さ れ て いる . CD-ROM ドラ イブ に アプ リケーション ソフ ト を セッ ト し て 
ドラ イブ アイ コン を クリ ッ ク す る だ け で , 自動 的 に セッ ト ア ッ プ が 開始 され る . ま 
た 。 ジ ツ セー ドラ イン に 朱 フ ォ キー マッ ドド の フラ ロッツ ピ ビー ティ スク を セ ッ ンド ト し. ドラ 
イブ アイ コン を クリ ッ ク す る と , 自動 的 に フォ ー マ ッ ト プ ロ グラ ム が 起動 し 
フォ ー マ ッ ト す る か どう か 確認 の メッ セー ジ を 表示 する . 


第 5 章 ネッ トワ ー ク 
た た - F ーー ビ デ 
各 り 草 
ネネ ットワーク 


Windows 95 で は 標準 で いく つか の ネッ トワ ー ク 機能 が 備わっ て いる . ネッ ト 
ワー ク 機 能 が 装備 され た Windows for Workgroups は 日 本 語 版 が 発売 され な か っ た 
た め , 日 本 で は Windows 95 が ネッ トワ ー ク 機能 を 装備 し た , 初め て の Windows と 
な る . モデ ム を 介し た 通信 ネッ トワ ー ク と の 連携 や リモ ー ト アク セス も サポ ー ト さ 
れ て いる . 


田 ネ ットワーク 標準 装備 の メリ ッ ト 


Windows95 に 32 ビ ッ ト ネ ットワーク 機能 が 標準 装備 され る と いう こと は , 従来 の 
MS-DO0S に ネッ トワ ー ク ドラ イ バ を 組み 込ん で いた 時 と 比較 する と , 以下 の よう な メ 
リッ ト が ある . 


・16 ビ ッ ト ネ ットワーク ドラ イ バ が 占有 し て いた MS-D0S の ユン ベン ショ ナル メモ 
リ が 解放 され る 

・ 標 準 装備 の た め 多 く の ア プリ ケー ショ ン が ネッ トワ ー ク に 対応 する 

・MS-DOS か ら 解 放さ れ た 32 ビッ ト ネ ッ トワ ー ク ドライ バ に より ネッ トワ ー ク 機 衣 
の パプ フォ ー マ ン ス が 向上 する 


田 複 数 の ネッ トワ ー ク の サポ ー ト 


Windows 95 に は Microsoft Network と Nove1 1 Netware の 2 つの ネッ トワ ー ク 
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クラ イア ント 機能 が 組み 込ま れ て いる . Microsoft Network と は Microsoft LAN 
マネ ー ジ ャ Win dows 用 の ネッ トワ ー ク プロ トコ ル で あり , Windows 95 同 士 の ビ 
アツ ー ビ ア 拉 続 や Windows NT Server と の 拉 続 が 可能 で ある . 

Novel1 Netware と の 携 続 の た め に , Microsoft Client for Netware が 用 意 
され て いる . Windows 95 で は Netware 3.X お よび 4.X の サー バ に クラ イア ント と し 
て 接続 で きる . も ちろ ANe tware に 撲 続 し て ある プリ ンタ を 使用 可能 で ある . コン 
ベン ショ ナル メモ リ が 広がっ た MS-DOS 互 換 モ ー ド が 使用 で きる メリ ッ ト も 大 きい , 

Windows 95 は 複数 プロ トコ ル を 同時 サポ ー ト し て お り , IPX/SPX, TCP/IP や 
NetBEUI プロ トコ ル が 組み 込ま れ て いる . さら に 新た な プロ トコ ユ コル の 追加 が 可能 な 
設計 が され て いる . 


画 Windows 95 の ビア ツー ビア と リモ ー ト アク セス 


Windows 95 マ シン に ネネ ットワーク カー ド を 装着 し , イー サー ネッ ト ケ ー ブ ル で 
接続 する だ け で ピア ツー ビア ネッ トワ ー ク を 即時 構築 する こと が で きる . ピア ツー 
ビア と は , サー バ 専 用 の マシ ン や OS を 用 意 し な く て も , それ ぞ れ の マシ ン が ファ 
イル や プリ ンタ 等 の 資源 を 解放 し, サー バ の 機能 を 兼ね むる こと の で きる ネッ トワ ー 
ク の こと で ある . これ に より Windows 95 マ シン 同士 で お 互い の ファ イル や プリ ン 
タ を 共有 する こと が 可能 と な る . 

モデ ム を 接続 する こと に より リモ ー ト アク セス に も 対応 する . これ は 1 回 線 の ダ 
イア ルイ ン ゲ ー ト ウェ イ と し て Windows 95 が サー バ の 役目 を する . この Windows 
95 が , TCP/IP, IPX/SPX, NetBBUI を 使用 し た ネッ トワ ー ク に 撲 続 さ れ て いれ ば 
移動 先 か ら リ モー トロ グイ ン で きる . も ちろ ん 電話 回 線 を 通し て クラ イア ント と し 
て 接続 する の も Windows 95 で な けれ ば な ら な い . 


画 |he Microsoft Network 


マイ クロ ソフ ト は Windows 95 に The Microsoft Network( 略 し て msn また は MS 
ネッ ト ) と よ ば れる パソ コン 通信 に アク セス する 機能 を 標準 装備 し た . Windows 95 
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に モデ ム と 電話 回 線 を 用 意 す る だ け で , 全国 各地 に 存在 する アク セス ポイ ント を 通 
で て, msn( に アク 区 で きる , 

msn は グラ フィ カル レル な パソ コン 通信 で , Windows 95 と 同じ ユー ザー イン ター 
フェ イィ イス で サー ビス を 受け る こと が で き る . 電子 メー ル の 送受 信 も Windows 95 内 
蔵 機能 を その まま 使用 する . イン ター ネッ ト も msn を 通じ て アク セス で き , WWW 
(World Wide Web) に も 対応 し て いる . 

主 な サー ビス 内 容 を 下 に 挙げ る . msn は 有料 サー ビス で あり , サイ ン ア ッ プ 時 こ 
は クレ ジッ トカ ー ド が 必要 と な る . 


・ 電 子 メ ー ル 

・ 電 子 掲示 板 

プチ ヤジ ド 

ング アイ ルク イク ラリ 

・ イ ンタ ーネット 接 続 サ ービス 
・Microsoft 製品 情報 

・ 情報 サー ビス 

0 ライ ジン 人身 ング 


画 MicrosoTt Exchange 


Windows 95 に は Microsoft Exchange と いう , メッ セー ジ 交 換 機 能 が 含ま れ て 
いる . 具体 的 に は Microsoft Mai1, The Microsoft Network, Microsoft Fax 
を 通じ た メッセー ジ 交 換 機 能 を 一 元 化し た も の を , ひと まとめ に し て Microsoft 
Exchange と 呼ぶ . 

Microsoft Exchange は メッ セー ジ の 送受 信 を まとめ た も の と いえ る . 例え ば 
文書 を 作成 し た 場合 , 送信 先 に 電子 メー ル (TL AN 経由 また は 電話 回 線 経 由 ) で 送 
信 す る か , FAX で 送信 する か , 文書 ファ イル その も の を 送信 する か を , 1 つの ア 
ドレ ス 帳 で 管理 する こと が で きる . 受信 に 対し て も 同様 で ある . 
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Micrnsnft Exchang 
① ゆ イデ メー ジ 全 


トリ リー 廊 
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第 2 部 
Windows 95 対 応 仕様 


第 1 章 シス テム デバ イス 
穫 た - ] ーー ビー 


王 
ンス テム デバ イス 


この 章 で は , PC-9800 シ リー ズ の 各種 シス テム デバ イス の 内 , Microsoft 
Windows 95 に 対応 し た , 主 に 拡張 ボー ドン カー ド に よっ て 組み 込ま れる デバ イス 
に つい て 解説 する . 

本 章 の 内 容 は , 弊社 が 出版 し て いる , IMicrosoft Windows 95 ル ハバ パード ウェ アデ 
ザイ ン ガ イド 」 と の 差分 情報 と な っ て いる . 本 章 に 記載 され て いな い 情 報 は 

IMicrosoft Windows 95 ハ ー ド ウェ アデ ザイ ン ガ イド 」 を 参照 する こと . 

な お 本 章 で は ,。 フロッピー ディス クコ ユ コントローラ, ATA ア ダ プ タ , マ ウス ポー 
ト , キー ボー ド ボ ポー ト に 関す る 情報 は , PC-9800 シ リー ズ 本 体側 で サボ ー ト し て い 
る た め 記 述 し な い . 


1.1 一 般 的 な デバ イス の 要件 


PC-9800 シ リー ズ に お いて シス テム デバ イス の 拡張 に は , 主 に PC98 バス 
(C バ ス ) , PCI バ ス , PCMCIA カ ー ド の 3 種類 の 拡張 カー ドン ボー ド が 利用 可能 で あ 
の 

各々 の 拡張 ボー ドン カー ド の 設計 に は , 次 の 資料 を 参照 する こと . 


・PC98 バ ス (C バ ス ) 用 ボー ド ・ 
- バ ス 信 号線 / タ イミ ング の 詳細 は , 「HARDWARE 編 」 を 参照 する こと . 
-PC98 バ スプ ラグ 必 プ レイ の 詳細 は , 「 第 3 草 PC-98 バ スプ ラグ 必 プ レイ 仕様 | 
を 参照 する こと . 
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・PCI ボ ー ド : 
-PC1I-SIG よ り 提 供 さ れ て いる 仕様 書 を 参照 する こと . 
・PC カ ー ド : 


-]EIDA Ver4.2/PCMCIA2. 1 仕様 を 参照 する こと . 


1.2 ディ スプ ブレ イア ダブ タ (グラ フィ 
ッ ク ア クセ ラレー タ ボ ー ド ) 


PC-9800 シ リー ズ 用 の ディ スプ レイ アダ プ タ ( グ ラフ ィ ッ クア クセ ラレー タ ボー 
ド ) を , PC-9800 シ リー ズ 用 Windows 95 に 対応 させ る た め に は , 以下 の 機能 が サ 
ポー ト さ れ で て いる こと を 推奨 する . 


・ デ ィ ス プ レイ アダ プ タ は , 640※480 x8bpp 以 上 の 解像度 の ディ スプ レイ ドラ イ 
バ を サポ ー ト する 必要 が ある . デス クト ッ プ シス テム で は , 最低 256 色 の 表示 が 
可能 で ある 必要 が ある . 

・ 他 の デバ イス と の 競合 を 避け る た め に , ディ スプ レイ アダ プ タ で 使用 する 全て の 
ハー ドウ ェ ア 資 源 は , 複数 の 設定 が 可能 で ある 必要 が ある . 

・ デ ィ ス プレ イア ダ プ タ , お よび ディ スプ レイ アダ プ タ の VDD (Vir tual Display 
Driver) は , VESA Display Data Chanel 規 格 に 記述 され て いる , DDC1 ホ スト 
を 満た すこ と を 推奨 する . 

・ デ ィ ス プレ イア ダ プ タ の 出力 する 信号 レベ ル は , 0.66V-pp で ある こと を 推奨 す 
し 


1.3 SCSI ホ スト アダ ブタ 


PC-9800 シ リー ズ 用 の SCSI ホ スト アダ プ タ を , PC-9800 シ リー ズ 用 Windows 95 
に 対応 させ る た め に は , 以下 の 機能 が サポ ボー ト さ れ て いる こと を 推奨 する . 
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・ プ ラグ 改 プ レイ 機能 を 有効 に する た め に , 少な く と も 4 つの 1/0 ア ドレ ス , 7 つの 
IRQ 信号 を 選択 で きる よう に する 必要 が ある . 
また , DMA チ ャ ネル を 使用 する 場合 , 少な が く と も 2 つの DMA チ ャ ネル を 選択 で きる 
よう に する 必要 が ある . 

・ 自 動 的 に SCSI ID を 割り 当て る た め に , SCAM レベ ル 1 プロ トコ ル を サポ ー ト する 
こと を 推奨 する . 

・SCSI ホ スト アダ プ タ の 中 で , 内 蔵 SCS エ コネクタ と 外 付 け SCSI コ ユネ クタ を 装備 す 
る も の は , 外 付け 側 に 自動 ター ミネ ーション を 使用 する こと を 推奨 する . 

・ 外 付け SCSI 機 器 を 接続 する た め の コ ネ ク タ は , SCSI-2 規 格 で 規定 され て いる 形 
状 . また は 50 ピ ン 高 密度 ベロ ー ズ コネ クタ で ある こと を 推奨 する . 
また , 全て の 外 付け SCSI ユ コネクタ は , SPI Annex F で 規定 され て いる SCSI アイ 
コン を 表示 する こと を 推奨 する . 


1.4 パラ レル ポー ト 


PC-9800 シ リー ズ で は , 基本 的 に パラ レル ポー ト を 標準 で 1 ポ ボート サ ポー ト し て 
いる が , オプ ショ ン ボ ー ド で パラ レル レル ポート を 拡張 する こと が 可能 で ある . 

ここ で は , パラ レル レル ボート 用 オプ ショ ン ボ ー ド を , PC-9800 シ リー ズ 用 Windows 
95 に 対応 させ る た め に 推奨 され る 機能 に つい て 説明 する . 


・IEEE P1284 規 格 に 記述 され て いる コン パチ ブル モー ド お よび , ニブ ル モ ー ド を 
サポ ボー ト す る こと を 推奨 する . 

・BCP モ ー ド を サポ ー ト する こと を 推奨 する . 

・ プ ラグ 改 プ レイ 機能 を 有効 に する た め に , 少な く と も 2 つの 1/0 ア ドレ ス , 7 つの 
IRQ 信号 を 選択 で きる よう (に する 必要 が ある . 
また , DMA チャ ネル を 使用 する 場合 , 少な く と も 2 つの DMA チ ャ ネル を 選択 で きる 
よう に する 必要 が ある . 
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1.5 シリ アル ポー ト 


PC-9800 シ リー ズ で は , 基本 的 に シリ アル ポー ト を 標準 で 1 ポート ま た は , 2 ボー 
トド サポー ニード し で いる の が クシ ョ ン ボ ー ド NG より シリ アレ ポー ト あ 上 す る こ と が 
可能 で ある . 

ここ で は , シリ アル ボー ト 用 オプ ショ ン ボ ー ド を , PC-9800 シ リー ズ 用 Windows 
95 に 対応 させ る た め に 推奨 され る 機能 に つい て 説明 する . 


・115. 2Kbps ま で の 転送 速度 を サポ ボー ト し て いる こと を 推奨 する . 

な お , UART に は FIFO が 付い た も の を 推奨 する . 

・ プ ラグ 必 プ レイ 機能 を 有効 に する た め に , 少な く と も 4 つの 1/0 ア ドレ ス , 7 つの 
IRQ 信 上 号 を 選択 で きる よう に する 必要 が ある . 

また , DMA チ ャ ネル を 使用 する 場合 , 少な が く と も 2 つの DMA チ ャ ネル を 選択 で きる 
よう に する 必要 が ある . 


1.6 ネッ トワ ー ク アダ ブタ 


PC-9800 シ リー ズ 用 の ネッ トワ ー ク アダ プ タ を , PC-9800 シ リー ズ 用 Windows 95 
に 対応 させ る た め に は , 以下 の 機能 が サポート さ れ て いる こと を 推奨 する . 


・NDIS 3.1 ネ ットワーク デバ イス ドラ イ バ を サポ ー ト する 必要 が ある . 

・ プ ラグ 改 プ レイ 機能 を 有効 に する た め に , 少な く と も 4 つの 1/0 ア ドレ ス , 7 つの 
IRQ 信号 を 選択 で きる よう (に する 必要 が ある . 

また , DMA チ ャ ネル を 使用 する 場合 , 少な く と も 2 つの DMA チ ャ ネル を 選択 で きる 
よう に する 必要 が ある . 

・ ネ ットワーク ケー ブル が 接続 され て いる か を , 自動 的 に 検出 で きる よう に する こ 
と を 推奨 する . 

・ ト ラン シー バタ イプ を 目 動 答 出 で きる こと を 推奨 する . 
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第 2 章 デバ イス の 設計 
テム ルー 2 ニテ エ デ _ 
融 Z 早 - 
テバ イス の 設 記 


この 章 で は , PC-9800 シ リー ズ に 接続 可能 な 各種 デバ イス を , PC-9800 シ リー ズ 
用 Windows 95 に 対応 させ る た め に , 推奨 され る 仕様 に つい て 記述 する . 
本 章 の 内 容 は , 弊社 が 出版 し て いる , IMicrosoft Windows 95 ル バー ドウ ェ ア デ 
ザイ ン ガ イド 」 と の 差分 情報 と な っ て いる . 本 章 に 記載 され て いな い 情 報 は 
IMicrosoft Windows 95 ハ ー ド ウェ アデ ザイ ン ガ イド 」 を 参照 する こと . 


2.1 一 般 的 な デバ イス の 要件 


PC-9800 シ リー ズ 用 Windows 95 に , 各種 デバ イス を 対応 させ る た め アッ 
グ 和 プ レイ の 機能 に 必 要 な 以下 の 最低 限 の 機 # EE を 持つ こと を 推奨 する . 


・ 各 種 デ バイ ス は , シス テム に 識別 され る も の で ある こと . 
・ 外 部 コネ クタ を 使っ て シス テ ム に 接続 され る デバ イス で は , ホッ ト プ ラ ギン グ が 
可能 で ある こと . 

た だ し , Windows 95 で は デバ イス は シス テ ム の 電源 が ON の と き に 撲 続 さ れ た り 
外さ れ た り し た 場合 , 自動 的 に シス テム に 訟 識 さ れる も の と , 自動 的 に は 認識 さ 
れ な いも の が ある . 
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2.2 ディ スプ レイ モニ タ 


PC-9800 シ リー ズ 用 Windows 95 に 対応 する た め に は , ディ スプ レイ モニ タ は 
以下 の 機能 を サポ ー ト する こと を 推奨 する . 


・640 X480 ド ッ ト 以 上 の 解像度 , お よび YPC98 本 体 の 従来 互換 規格 で ある , 640X 
400 ドッ ト の 解像度 を サポ ボー ト し て いる こと . 

・VESA の winemphDPMS (Display Power Management Signaling) 規格 を サボ ポー ト 
KN SS 

・VESA の Moni tor Timing Standards for 640X480,800 X600, 1024 X768, 
1280 X1024 at 75Hz 規 格 お よび VESA の 発表 する 将来 の タイ ミン グ 規 格 を サ 
NN の 2 の こさ) 

・VESA の Display 和 Channe1 規 格 に 記さ れ て いる , DDC1/2B デ ィ ス プレ イ タイ 
プ の 規格 に 従う こ 

・ 通 電 状 態 拉 9 に 接続 する こ と Ge よっ で 、 年 ニク や ディ バア レイ アク ラク に グ 
メー ジン を 三 ん な いよ う (G す る と と 、 
な お , ディ スプ レイ の 過 電 流 保護 回 路 は , 過 電 流 が 流れ た 場合 に ユー ザ が ケー ス 
を 開け て 部 品 を 交換 する 必要 が 無い も の ( 時 Se 


2.3 SCSI デ バイ ス 


PC-9800 シリ ー ズ 用 Windows 95 に 対応 する た め に は , SCSI デ バイ ス は 以下 の 機 
能 を サポ ボー ト す る こと を 推奨 する . 


・SCS1 機 器 に 自動 的 に SCST ID を 割り 当て る た め に , SCSI 自 動 設定 (SCAM) レベ ル 1 
プロ トコ ル を サポ ー ト する こと を 推奨 する . 

・ 外 付け SCSI 機 器 の コネ クタ は , SCSI-2 規 格 で 規定 され て いる 形状 」 また は 50 ビ 
ン 高 密度 ベロ ー ズ コネ クタ で ある こと を 推奨 する . 
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また , 全て の 外 付 け SCSI 機 器 の ユネ クタ は , SPI Annex F で 規定 され て いる 
SCSI ア イコ ン を 表示 する こと を 推奨 する . 


2.4 ATA デ バイ ス 


PC-9800 シ リー ズ 用 Windows 95 に 対応 する た め に は , ATA デ バイ ス は 以下 の 機 肉 
を サポ ー ト する こと を 推奨 する . 


・ATA 2 仕様 の ハバード ウェ ア , お よび ソフ トウ ェ ア の 設計 に 従う こと . 
・ATA CD-ROM の ATAPI SFF-8020 Ver1.2,。 また は Western Digital 社 製 の ATAPI 
CD-ROM 規 格 Rev A1.7 に 対応 する 必要 が ある . 


2.5 マウ ス 


PC-9800 シ リー ズ 用 Windows 95 に 対応 する た め に は , マウ ス は 以下 の 機能 
ポー ト し て いる 必要 が ある . 


・PC-9800 シ リー ズ の マウ ス 専 用 バス に 接続 で きる こと . 

・ シ ステ ム に 誰 識 され る こと . 

・ 通 電 状 態 の 時 に マウ ス の 抜き 差し を 行っ た 場合 マウス に も シス テム に も 影響 を 
りあ と 


2.6 キー ボー ド 


PC-9800 シ リー ズ 用 Windows 95 に 対応 する た め に は , キー ボー ド は 以下 の 機 弟 
を サボ ポ ボート し て いる 必要 が ある . 


・PC-9800 シ リー ズ の キー ボー ド 専 用 コネ クタ に 接続 で きる こと . 
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・ シ ステ ム に 論 識 され る こと . 
・ 通 電 状 態 の 時 に キー ボー ド の 抜き 差し を 行っ た 場合 , キー ボー ド に も シス テ ム に 
影響 を 与え な いこ と . 


また , PC-9800 シ リー ズ 用 キー ボー ド で は , 以下 の 機能 を 追加 する こと を 推奨 す 
る . 

従来 の PC-9800 シ リー ズ 用 キー ボー ド に , 以下 の 3 つの キー を 追加 する こと に よ 
り , キー ボー ド に 拡 娠 機能 を 持た せる こと が 可能 と な る . 


メグ ルク ーション ジン キー 
・ 右 Windows キ ー 
・ 左 Windows キ ー 


それ ぞ れ の キー の スキ ャ ンコ ー ド は 湊 の よう に な る . 


きき < | 二 ウラ ヨー ニ ド | キャ ショ コード 
(押し た た 場合) ( 二 し を 場合 ) 


FeH 


J1 


第 3 章 PC98 バ スプ ラグ & プ レイ 仕様 
学 3 音 
二 っ 早 
PC98 バ スプ ラグ & プ レイ 仕様 


9.] 概要 


C バ ス PC-98 バス ) は 98 に お いて 最も 一 般 的 な 拡張 方 式 で ある. この バス アー 
キテ クチ ャ は 複数 ボー ド に メモ リア ドレ ス , 1I/0 ア ドレ ス , DMA チ ャ ネル ,。 割り 込み 
レベ ル の 割り 当て を 必要 と する . し か し , C バ スイ ンタ ー フ ェ イ ス は これ ら の リ 
ソー ス を 割り 当て る た め の ハ ー ド ウェ ア , お よび ソフ トウ ェ ア を 持っ て いな い 
よっ て , C バ ス ボ ー ド の 設定 は 通常 ,」 メモ リ や [/0 の デコ ー ド , DMA チ ャ ネル , 割り 
込み レベ ル を DIP SW や ジャ ン パ に よっ て 切り 奉 え る . さら に , これ ら の 変更 を 反映 
し て シス テム コン フィ グレ ーション ファ イル を アデ アップデート する 必要 が ある か も し 
れ な い . ユー ザー は 通常 それぞれ の ボー ド メ ー カ ー の 発行 する 説明 書 を 参照 し 
決定 する . 一 般 の ユー ザー に と っ て , この 設定 方 法 は 難し く 信 頼 性 が な い . 

他 の 標準 バス (例え ば NESA) は 。 カー ド の リソー ス 要 求 を 識別 し 設定 する た め の 
ノー ドウ ェ ア お よび , ソフ トウ ェ ア の 仁 組 み を 持っ て いる . これ ら の 仕組 み は C バ 
スス ロッ ト の み を 持つ PC-98 と 互換 性 が な い . 

本 書 は 各 ボ ー ド 間 の 調整 が で きる C バ ス 用 プラ グ 層 プレ イ と いう ハー ドウ ェ ア お 
よび , ソフ トウ ェ ア 仕 様 を 提案 する . すなわち , プラ グ 六 プレイ ソフトウェア は 
ユー ザー の 介在 な し に , プラ グ 交 プレ イボ ー ド や シス テム の 他 の デバ イス 間 で シス 
テム リソー ス を 最適 に 割り 当て る . な お , これ は C バ ス の 物理 的 ・ 電 気 的 仕様 を 変更 
する も の で は な く , プロ トコ ル の 追加 で ある . 

プラ グ 双 プレ イボ ー ド の み を 使っ た シス テム で は , 完全 に 自動 コン フィ グレ ー 
ショ ン を 行う こと が で きる . し か し , シス テム 内 に プラ グ プ レイ ボー ド と 一 緒 
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に , 従来 の CC バス ボー ド が 存在 する 場合 も ある . この よう な シス テム で は , BIOS や 
0S に C バ スリ ソー ス の 管理 や 調整 する 機能 を 追加 し な けれ ば な ら な い . この 場合 
ユー ザー 設定 が 一 部 必要 で ある . 

計っ まお っ 
必要 が ある プラ グ 必 プレ イボ ー ド の 仕組 み を 定義 する . 本 書 は また , ユー ザー の 介 
在 な し に 新しい カー 上 上 明 還 拉 下 お 2 フウ 2 の ビブ ピコ 
述べ る . 


3.2 コン フィ グレ ーション 手順 


この 節 で は 自動 コン フィ グレ ーション 手順 の 概要 に つい て 述べ る . ハー ドウ ェ ア 
お よび , ソフ トウ ェ ア の 詳細 は 後 の 節 で 述べ る . 


田 プ ラグ & プ レイ シス テム コン フィ グレ ーション 手順 
次 の 図 に プラ グ 避 プレ イ BIOS を 持つ シス テム で の プラ グ 改 プ レイ ボー ド の コン 
フィ グレ ーション 処理 手順 を 示す . 
マフ プラ グ g プ レア ンス テム フン ファ グレ ーション 学 介 
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田 プ ラグ & プ レイ コン フィ グレ ーション 手順 


自動 コン フィ グレ ーション 処理 の 大 ま か な ス テッ プ は 次 の 通り で ある . 
・ す べ て の プラ グ プ レイ ボー ド を コン フィ グレ ーション モー ド に する . 
・ 1 つの ボー ド を アデ イン レート す る . 

・ ハ ンド ルレ を アサ イン し , ボー ド の リソー ス デ ー タ 構造 を リー ド す る . 
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・ す べべ て の ボー ド の リソー ス 要 求 や 機能 を 取得 後 , ハン ドル を 使っ て それ ぞ れ の 
ボー ド に リソー ス を 割り 当て る . 
RC の クラ ング プレ イボ ポー ドル アク ティ ノン (GL し シン クィ ク グ クレー ンション モエ モード 
を 終了 する . 


3.39 アイ ソレ ーション と 認識 


一 自 動 コ ン フ ィ グ レー ショ ン ポ ー ト 


それ ぞ れ の プラ グ 必 プレイ ボー ド の コン フィ グレ ーション スペ ー ス を アク セス す 
る た め に ソフ トウ ェ ア は 3 つの 8 ビッ ト ボ ポー ト を 使用 する . これ ら の ボー ト を 溢 に 玉 


自 還 当 322 ヲ ィ ジ トル トーション ボード 
| 085 明 
| o208HO5FEH' | 


ISA と は ぁ 』s 才 反転 
回 中 は nonsH_nsFFH で 使用 出来 有る よる に する 。 
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に ビ ョ F ロ 
cnrtFn1 
上 T[1 BiHB] Lanaica1 


cnrtFn1 


Lnn1cal 
Hewicg 


cnrf1 ロ urat1nri | 


SELECT 


じ Hus 


品 PEER[I1S ロ 1 ] RE 上 D_D 和 語 part 


WRITE_D 上 T 上 hart EN』ELE 
[recndaF keu 
CMTEIL 上 DIRESS part M W 


人 @…ADDRESS Port 
プラ グ & プ レイ レジ スタ に アク セス する た め に は , まず 要求 する レジ スタ の アド 
レス を ADDRESS Port に ライ ト し た 後 READ_DATA Port か ら リ ー ド また は 


WRITE_DATA Port に ライ ト す る . 1 回 の ADDRESS Port の アク セス で 数 回 の 


READ_DATA Port お よび , WRITE_DATA Port に アク セス を する こと が で きる . 
また ADDRESS Port は initiation key の ライ ト に も 使用 され る . 


で WWRIIE_DAIA Port 


WRITE DATA Port は プラ グ 届 プレ イレ ジス タ に 情報 を シラ イト する た め に 使用 す 
る . デー タ は ADDRESS Port で 最後 に 指定 され た レジ スタ に ライ ト さ れる . 
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@READ_DATA Port 
READ_DATA Port は プラ グ 改 プ レイ レジ スタ か ら 情 報 を リー ド す る た め に 使用 す 
る . デー タ は ADDRESS Port で 最後 に 指定 され た レジ スタ か ら リ ー ド され る . 
READ_DATA Port の アド レス は , プラ グ 導 プレ イレ ジス タ に ライ ト す る こと で 帝 
定 す る . アイ ソレ ーション 手順 に より READ_DATA Port が 衝突 し て いな いか 確認 す 
と 9 


画 Initiation Key 


アック グ e グ レイ ロジ シック ウーン CI シア クラ イグ で シク トド 2 ポコ Z に よ 9 
イネ ー ブ ル に する . 

PO 年 BO0 KeW( ほ クラ ク 性 クレ イロ シック を ラシン アン イク レー ショ ン や ーー ド ( し に りす 
る . これ は ADDRESS Port へ の 数 列 の ライ ト に よっ て 行わ れる . ライ ト 数 列 は ボー 
ド 上 の ロジ ッ ク に よっ て デコ ー ド さ れる . も し 正しい 1/0 ライ ト 数 列 が 検出 され れ 
ば , プラ グ 双 プ レイ 自動 コン フィ グレ ーション ポー ト が イネ ー プ ブル に な る . 

initiation key 検 出 の た め LEFSR (Linear Feedback Shift Register) を 使用 
する . LFSR の ハー ドウ ェ ア ブ ロッ ク 図 を 次 に 示す . 


ュ 
WWFTta tn adHdress hnFt キ 一 


Reset waluess 日 1 1 ロ ] 四 1 ロ 
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77/7/27/o/ ん ey の 閲 多 /76 導 康 
4 22 74 の /2/ グ 少 克 
/ た の 2// の の 6/ 
の 22 2 の 72 め 多 和 4 ク 27 
の クノ / グ 2 の 


ソフ トウ ェ ア は LFSR シ ー ケ ンス を 作り ADDRESS Port に 8 ビッ トラ イト を 行 う . 
ハー ドウ ェ ア は ライ ト 毎 に シフ トレ ジス タ の 値 と ライ ト デ ー タ の 値 を 比較 する . 2 
つの 値 が 等 し く な いと き は ハー ドウ ェ ア は LEFSR を 初期 値 6AH に リセ ッ ト す る . ソフ 
トウ ェ ア は initiation key を 送る 前 に LFSR を リセ ッ ト す る た め に ADDRESS Port 
に 00H を 2 回 ライ ト す る . 


田 ア イソ レー ショ ン 手 順 


自動 コン フィ グレ ーション を 行う に は , それ ぞ れ の プラ グ 私 プレ イボ ー ド を 切り 
分 ける 必要 が ある . これ に は C バ ス の 信号 を 使い プラ グ 交 プレ イ の ハー ドウ ェ ア 
と ツ ソフトウェア の 密着 し た 動作 が 必要 で ある . 

この メカ ニズム の キー は , それ ぞ れ の ボー ド が ユニ ー ク な 番号 の シリ アル 1D を 
持っ て いる こと に ある . この シリ アル TD は 72 ビッ ト で , 0 で な い 2 つ の 32 ビッ ト 
フィ ー ル レ ド と 8 ビッ トチ ェ ッ ク サム で 構成 され て いる . 最初 の 82 ビッ ト フ ィ ー ル ド 
は vendor ID で ある . も う 一 つの 32 ビ ッ ト フ ィ ー ル ド は 任意 の 数 字 で , 例え ば シリ 
プ ノ レ ナン ク NSLAN ア ドレ スズ ス の 一 部 で ある 、 シリ アル TD( は アイ ソン レー ショ シロ ジッ ク 
に より ビッ ト 列 で アク セス され , ボー ド を 区 別 す る た め に 使う . 
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SeF1al MurnbeF warndar ID 


Buteh lewes lmwwes | Bute 1 lmwweo lewes lmwwes | Bute 1 lmwweo 


プラ グ 必 プレ イシ リア ル ア イ ソレ ーション の シフ ト 順 序 は bit[0], bit[1] …bit 
取 條 導 な る 、 


@ ハ ー ド ウェ アプ ロト コル 

デイ ソレ ーション 処理 は , プラ グ 六 プレ イソ フト ウェ ア に より いつ で も 呼び 出さ 
れる 。 1nltiatton kev は すべ で の ボー ド を コン アグ ア ィ クノ グレー ジョ シン シモ ー ド に ずる 
それ ぞ れ の ボー ド の ハー ドウ ェ ア は READ_DATA port へ の 72 組 (144 回 ) の 1/0 リ ー ド 
アク セス を 受け る . ボー ド の 応答 は シリ アル TID の 各 ビ ッ ト に よっ て 異な る . 

も し その 時 の シリ アル ID が "1" で あれ ば , 最初 の 1/0 リ ー ド サイクル 時 に デー タ 
バス に 55H を 出力 する . も し "0* で あれ ば デー タバ ス は ハイ イン ピー ダン ス に する . 
すべ て の ハイ イン ビー ダン ス 状 態 の ボー ド は 1/0 サ イク ル 中 に 他 の ボー ド が D[9: 8] 
を "01 に ドラ イブ し て いる か チェ ッ ク す る . 2 回 目 の 1/0 リ ー ド 中 は , 1 回 目 に 55H 
を ドラ イク し て いた だ た ボード MAHN を ドラ イン する 、 す で で の パイ イシ ピー グン ス 羽 
態 の ボー ド は 他 の ボー ド が D[9:8] を "10" に ドラ イブ し て いる か チェ ッ ク す る 
(リー ドサ イク ル 中 , ハー ドウ ェ ア は 8 ビッ トド ライ ブ す る が チェ ッ ク は 下位 2 ビッ 
ト の み 行 う ) . 

ハイ イン ピー ダン ス ボ ー ド は 他 の ボー ド が 正しい デー タ を ドラ イブ し て いる の を 
検出 し た 場合 、 ア イソ レー ショ ン 処 理 を 終了 する . これ ら の ボー ド は 次 サイ クル の 
アイ ソレ ーション 処理 を 再び 実行 する . 

バス を ドラ イブ し た り ハ イイ ン ビ ピー ダ ンス 状態 で も や っ た が 他 の ボー ド の ドラ イブ 
を 検出 で き な か っ た 場合 は , 次 の 1/0 リ ー ド サイ クル に 備え る . ボー ド は シリ アル 
ID を シフ ト し , 湊 の 応答 を 決定 する . 

この 手順 を シリ アル ID72 ビ ッ ト 分 行う . 
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この 処理 の 終了 後 1 枚 の ボー ド が 残る . この カー ド に 今後 ,. ボー ド の 選択 に 使う 
CSN(Card Select Number) を アサ イン する . CSN を アサ イン され た ボー ド は , そ 
の 後 の ア イツ ソレ ーション 女 理 に は 関与 し な い . ボー ド は 他 の コマ ンド を 受け る 前 に 
CSN を アサ イン され な けれ ば な ら な い . 

この プロ トコ ル の 8 ビッ トチ ェ ッ クサ ム は , ボー ド 上 の 不揮発 メモ リ に スト ア し 
て お いた り , カー ド 上 の ロジ ッ ク で リア デルタ イ ム に 生成 する こ と が で きる . チェ ッ 
クサ ム の 生成 に は initiation key と 同様 の LFSR を 使用 する . チェ ッ ク サ ム 用 LFSR 
の ブロ ッ ク 図 を 次 に 示す . 


eiHnF 上 DD 邊 


SeF1 ョ 1 nurnheF 


Read nf saF1al 
1snlat1nri Fen1steF 


Reset waluess 日 1 1 ロ 1 ロ 1 ロ 


プラ グ 敗 プレ イボ ー ド は アイ ソレ ーション 中 に , 10RDY 信 号 を ドラ イブ し て は な 
ら な い . それ 以外 で あれ ば ドラ イブ で きる . 


@ ソ フト ウェ アブ ロト コル 

初め に プラ グ 入 プレ イソ フト ウェ ア は , すべ て の プラ グ 科 プレ イボ ー ド を 初期 大 
態 に する た め に 後述 の リセ ッ ト コ マン ド を 送る (リセ ッ ト コ マン ド を 有効 に する た 
め に リセ ッ ト コ マン ド の 発行 に 先立ち , Wait for Key コマ ンド お よび initiation 
key を 送る 必要 が ある ) . 

ブラ グ & プ レイ ジン トウェア は コン フグ ィ グレ ーション モー ド に する た め に 。 すべ 
て の プラ グ 有 科 プ レイ ボー ド に initiation key を 送る . ソフ トウ ェ ア は アイ ソ レー 
ショ ン 処 理 を 行う た め に 準備 する . 

プラ グ & プ レイ ソフ トウ ェ ア は READ_DATA port か ら の 72 組 の IT/0 リ ー ド サイ ク 
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ル を 発生 する . ソフ トウ ェ ア は それ ぞ れ の 1/0 リ ー ド で ハー ドウ ェ ア が 55H, AAH を 
ドラ イブ し て いる か チェ ッ ク す る . 55H, AAH が リー ド で きた 場合 この と き の ビ ッ 
ト は "1” で ある と 仮定 する . それ 以外 は "0” と 仮定 する . 

ソフ トウ ェ ア は 最初 の 64 ビ ッ ト か ら チ ェ ッ クサ ム を 生成 し , 続く 8 ビッ ト と 比較 
する 。 

また , ソフ トウ ェ ア は 次 の こと に つい て 考慮 する 必要 が ある . I/0 リ ー ド サイ ク 
ル 中 , 55H, AAH を 検出 で き な か っ た り チ ェ ッ クサ ム が 合わ な いこ と が 起こ り 得 る . 
どちら か が 最初 の 1{/0 リ ー ド サイ クル で 起こ っ た ら READ_DATA port が 競合 し て い 
る と 判断 する . 競合 を 検出 し た ら , READ_DATA port を 再 配置 する . この 操作 を 競 
合 し な い READ_DATA port が 見 つか る まで 繰り 返す . 0203H て 03FFH が 使用 で き る こ 
と に な っ て いる が, 数 回 繰り 返し て も 見 つか ら な い 場 合 は プラ グ 和 プ レイ ボー ド は 
工 い も の と 判 灯 す る . 

数 還 シ リア ル TID の リー ド を 行っ た 後 , これ ら の こと が 起こ っ た ら , も う プ ラグ ク 芝 
プレ イボ ー ド は 無い と 判断 する (すなわち 前 回 の 操作 で 最後 の ボー ド を 見 つけ た ). 
これ で アイ ソレ ーション 処理 を 終了 する . 
注意 : ソノ フトウェア は 最初 の アイ ソレ ーション リー ド を 始め る 前 に 1mS ec の ウェイ 

ト を 入れ な けれ ば な ら な い . また , 各 ア イン レー ショ ン シ ー ケ ンス 間 に 250 
尽 Sec の ウェ イト を 入れ な けれ ば な ら な い . 
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lsSnlatinh 
式 〒ーF ト 


RE 皮 D_ DDT 上 
Pnrt 訟 定 


RE 皮 D_DT 占 
Pnrt 再 誠 定 


Isnlatinn ゴ ロト コル 
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ISnlatinh 
式 〒ーF ト 


hatn Hu= 


H1nh-〆 1st II 
& BSB Re じ Lurle 
2nd 1 
ReaH Lurle 


W 選 


lEBH ス エー ト 


blt 読 み 出 し ブロ トコ ル 
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3.4 プラ グ & プ レイ デバ イス の 
ブロ グラ ム 


田 プ ラグ & プ レイ ステ ー ト 


ます CSN(Card Select Number) に つい て 説明 する . CSN は 1 枚 ( あ る ステ ー トト で 
は 複数 枚 ) の ボー ド を 選択 する た め に 使用 する 8 ビッ トレ ジス タ で ある . CSN は パ 
ワー アッ プ 時 に すべ て の ボー ド が 0 に セッ ト され る . 一 度 ア イソ レー ト され た ら , 
CSNI(k ユ ニー ク な 才 且 を 7 サイン さき され る 、 ソフ トウ ュ ア は この 秋乃 で 。 再び アデ ア ィ イッ 
レー ショ ン 手 順 を 行う こと な く コン フィ グレ ーション 処理 で ボー ド を 選択 する こと 
NG きる の , 

プラ グ 双 プレ イス テー ト は 次 の 通り で ある . 


・Wait for Key パワ ー ア ッ プ 後 す べ て の ボー ド は , Wait for Key コ マン ド へ の 
応答 で この ステ ー ト に 入る . バス か ら の initiation key を 検出 する まで この ス 
NG グン クラ イン (5 な る の ロコ ロマン ド U な ない アン クア レイ ボー ドミ ンス デム の 
通常 動作 時 は デフ ォ ル ト で Wait for Key ス テー ト と な る . 

・Sleep この ステ ー ト で は プラ グ 必 プレ イボ ー ド は Wake [CSN] コマ ンド を 待つ 
この コマ ンド は ライ ト デ ー タ と 各 ボ ー ド の CSN の 値 に よっ て 1 枚 (以上 OF の ボー ド 
を Isolation また は , Config ス テー ト に する た め に 選択 する . ボー ド は Wake 
[CSN] コマ ンド の bits[7 :0] が ボー ド の CSN と 一 致し た と き に Sleep ステート を 終 
了 す る . Wake[CNS] コマ ンド の ライ ト デ ー タ が 00H の 時 は , CSN を アサ イン され て 
いな いす べ て の ボー ド が Isolation ス テー ト に な る . 00H で な いと き は Wake 
[CSN] コマ ンド の パラ メー タ と 一 致す る CSN を アサ イン され て いる ボー ド の み が 
CO ウト ホス ド (G 人 が の 。 

・Isolation この ステ ー ト で は アイ ソレ ー ト の 節 で 述べ た serial isolation 
regtster の リー ド に 応答 する . アイ ソレ ー ト され る と ユニ ー ク な CSN を アサ イン 
され る . この 番号 は Wake [CSN] に よっ て ボー ド の 選択 に 使用 3 れる. CSN を 設定 
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され る と Config ス テー ト に 移行 する . 
CO ドド LE 60MEPDAX グ プー ド トド に め る の る ボード は 、 ボー ド の リノ メー スラ コン ティ クレー 
ショ ン 情 報 の リー ド や , ボー ド の リソー ス 選 択 設 定 を 含む すべ て の コン フィ グ 
レー ショ ンコ マン ド に 応答 する . 


田 プ ラグ & プ レイ レジ スタ 


プラ グ 双 プレ イボ ー ド の 標準 レジ スタ 空間 は , card contro1, 1ogica1 
device contro1, logical device configuration の 3 つの 部 分 に 分 か れ て い 
る . card contro1 レジ スタ は それ ぞ れ の ボー ド に 1 つ ず つ あ る . card contro1 レ 
ジス タ は ボー ド 全 体 の 機能 の コン トロ ー ル に 使用 され る . 1ogica1 contro1 
device レジ スタ と 1ogical device configuration レ ジス タ は 1ogical device 
毎 に ある . 1ogical device control レジ スタ は デバ イス が バス 上 で 使用 で き る よ 
うに 機能 を コン トロ ー ル する . 1ogical device configuration レジ スタ は デバ 
イス の リソー ス 設 定 に 使用 され る . 


田 コ ント ロー ルレ ジス タ 


プラ グ 層 プレ イボ ー ド は ある バス の 状態 で プラ グ 交 プレ イ レジ スタ に ライ ト され 
た コマ ンド に 応答 する . これ ら の コマ ンド の 概要 は 次 の 通り で ある . 


・RESET これ は バス の リセ ッ ト で ある . プラ グ 称 プレ イボ ー ド が リセ ッ ト 信 号 を 
検出 し た ら Wait for Key ステ ー ト に 移行 する . すべ て の ボー ド の CSN は 00H に リ 
セッ ト さ れ , 1ogica1 device の コン フィ グレ ーション レジ スタ は デフ ォ ル ト 値 
に 戻る . すべ て の 非 プ ブート 1ogica1 dgevicee は イン アク ティ ブ に な る . ブー ト デ 
2% イ は アク チイ クン に な の, 

ソフ トウ ェ ア は RESET 後 , 自動 コン フィ グレ ーション ポー ト を アク セス する 前 に 1 
mSec の ウェ イト を 入れ な けれ ば な ら な い . 


・config contro] register config control register は 該当 する ビッ ト に 
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( 由 ポジ グイ ド ゆ る こら G プ フジ デイン (6. 9 つの NZ た ヨコ マン の ら な る で い 
る . これ ら の ビッ ト は コマ ンド 実行 後に ハー ドウ ェ ア に より 自動 的 に "0* に リ 
セッ ト さ れる . 

・Reset コ マン ド Reset コ マン ド は config control register に 01H を ライ ト す 
る こと に よっ て プラ グ & プ レイ ボー ド に 送ら れる . すべ て の プラ グ & プ レイ ボー 
ド は Wait for Key を 除く ステ ー ト で この コマ ンド に 応答 する . この コマ ンド は 
すべ て の 1ogical device を リセ ッ ト す る . これ は コン フィ グレ ーション レジ ス 
タ の 内 容 を デフ ォ ル ト に 戻す . すべ て の 1ogical1 device の コン フイ ィ グレー ショ 
ン レ ジス タ も デフ ォ ル ト 値 に 戻る . Read Data Port ぺ CSN。 プ ラグ 史 プ レイ ス 
テー ト は 保持 され る . 

ソフ トウ ェ ア は Res et コマ ンド を 発行 し た 後 , 自動 コン フィ グレ ーション ポー ト 
を アク セス する 前 に 1mSec の ウェ イト を 入れ な けれ ば な ら な い . 

・Wait for Key コ マン ド Wait for Key コ マン ド は configuration contro1 

register に 02H を ライ ト す る こと に より プラ グ 科 プレ イボ ー ド に 送ら れる . すべ 
て の ジラ クマ プレ イボ ポ ボード 。 ど の スズ デ ー ト で も この コマ ンド に 応 合 する 。 と の 
コマ ンド は すべ で て の プラ グ 避 プレ イボ ポー ド を Wait Tor Key ス デー 下 に ずる , 

CSN は 保持 され 1ogical device の 設定 は 変わ ら な い . 

・Reset CSN コ マン ド Reset CSN コ マン ド は configuration contro1 

register に 04H を ライ ト す る こと に より プラ グ 巡 プレ イボ ー ド に 送ら れる . Wait 


for Key を 除く ステ ー ト の プラ グ 必 プレ イボ ー ド は CSN が 00H に リセ ッ ト さ れる . 
・Set RD_DATA Port コ マン ド この コマ ンド は すべ て の プラ グ 史 プレ イボ ー ド の 
READ_DATA Port の アド レス を セッ ト す る . ライ ト デ ー タ の bits[7:0] が C バ ス ア 
ドレ ス の bitsl9:21 に 使用 され る .C バ ス ア ドレ ス の bi ts 
[1:0] は "11”, bits[15:10] は "000000” 固 定 と する . この コマ ン ド は 
Isolati on ステ ー ト で の み 使 用 され る . READ_DATA Port の 正式 な 設定 方 法 は 次 
の 通り で ある . 
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/ss/e 77e /7/7/27/ の /7 ん e ア 
Ss@7 の の 77277 の ん e/ の / 
Ss677 の の 77/2777 Se7 / め /4/4 ん /7 


注意 : RESET DRV ま た は Reset CSN コ マン ド の 後 で も この レジ スタ は 初期 人 
れ な い の で , ツ ソフトウェア で 再 初期 化し な けれ ば な ら な い . 
・Seria] Isolation レジ スタ Seria1 Isolation レ ジス タ か ら の リー ド は 
Isolation ス デ ー ド の グラ グ & グ レイ ボー ド を バス リー ドイ クル (ヴイ ソリ ー 
ショ ン 手 順 参 照 ) に 応答 させ る . 切り 離さ れ た ボー ド は S1eep ス テー ト に 移行 す 
0 
・Card Select Number Card Select Number (CSN) は それ ぞ れ の ボー ド が アイ 
ソレ ー ト され , Isolat ion ス テー ト の ボー ドガ が 1 枚 に な っ た と き ユ ニー ク に アサ 
イン され る . CSN=0 は 未定 義 ボ ー ド で ある こと を 表す . C バ ス ボ ー ド と し て 有効 な 
CSN は 1^255 で あり , 1 か ら 順 番 に アサ イン され な けれ ば な ら な い . CSN は Wake 
[CSN] コマ ンド に よっ て ボー ド の 選択 に 使用 され る . RESET ま た は , Reset CSN 
コマ ンド に より すべ て の ボー ド の CSN は 0 に リセ ッ ト さ れる . CSN が 0 に セッ ト さ 
れ て いる 時 は CSN レジ スタ は 使用 し な い . 
・Wake[CSN] コマ ンド この コマ ンド は S1eep ス テー ト の ボー ド を TIso lation も し 
く は Config ス テー ト に する . パラ メー タ 00H の Wake [CSN] コマ ンド は , CSN を ア 
サイ ン さ れ て いな いす べ で て の ボー ド を Iso1ation ス テー ト に する . 00H 以 外 の パ 
ラメ ー タ の Wake [CSN] コマ ンド は CSN が 同じ ボー ド の み Conf ig ステ ー ト に する . 
Isolation ま た は Config ス テー ト の カー ド が CSN の 一 致し な い Wake [CSN] コマ ン 
ド を 受け た ら , Sleep ステ ー ト に 移行 する . 
2 紀 必 ドジ UID こ リソー バア クーク ( で 内 の の の の (の グラ クン ング ルイ シテ ング 
ジ ション は , 1 つの パイ ドド シリ アル デバ イス か りら 受け る この デー ク の ポイ シタ は 
Wake [CSN] コマ ンド を 受信 し た と き は いつ で も リセ ッ ト さ れる . 
・Resource Data レ ジス タ Resource Data レ ジス タ を リー ド す る こと に より 
Config ス テー ト に ある プラ グ 私 プレ イボ ー ド の リ ソース デ ー タ を 1 バイ ト 得 る こ 
と が 出来 る . リソー ス デ ー タ は 常に 1 バイ ト ず つ 返 され る . Resource Data レジ 
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鱗 ぶ リー ドド する の 有 IC 以 の リツ ー ス テー ク が リー ド で きる か の どう 09tatus レ ジス 
を リー ド し て 確認 し な けれ ば な ら な い . 

・Status レジ スタ Status レジ スタ の bit[0] は リソー ス デ ー タ の 次 の 1 バイ ト が 
リー ド で きる か ど うか を 示 し て いる . も し この ビッ ト が 1 な ら リ ー ド 可能 , そう 
で な けれ ば リソー ス デ ー タ は まだ 準備 され て いな い , プラ グ 交 プレ イン フト ウェ 
ア は bit [0] が セッ ト さ れる まで 待ち , Resource Data レジ スタ か ら 次 の デー タ 
りう っ ド す の 、 

・Logical Device Number レジ スタ Logical device Number レジ スタ は 
1ogical device を 選択 し , コン フィ グレ ーション コマ ンド を 有効 に する た め に 
使用 され る . ボー ド に 1 つ 以 上 の 1ogica1 device が 含ま れ て いる 場合 、 こ の レジ 
スタ ダ タ に 8 ビッ ト の 1ogical device number を ライ ト す る こ と に より , 1ogica1 
device を 選択 する . 1ogical device number は リー ド し た リソー ス デ ー タ の 
1ogical device の 順番 に よっ て 決定 する . 最初 の 1ogica1 device number は 0 
2 MC 2 と な る 

・[/0 Range Check レジスタ 1/0 Range Check レジ スタ は log ical1 device に 
アサ イン され た 1/0 port が , 他 の デバ イス と 競合 し て いな いか を プラ グ 巡 プレ 
イソ フト ウェ ア が 判断 する た め に 使用 する . [/0 range check は すべ て の 1I/0 レ 
ンジ に つい て , 1/0 リ ー ド コマ ンド で 1 ogical device が 55H と AAH を 返す こ と に 
よっ て 実行 され る . プラ グ 双 プレ イソ フト ウェ ア は 1ogica1 device が 使用 する 
ボー ト を すべ て リー ド し デー タ が 正しい か どう か チェ ッ ク す る . も し 競合 が 検出 
され た ら プ ラグ プレ イソ フト ウェ ア は logica1 device の 1/0 を 再 配 置 す る . 
この レジ スタ の bit [1] を セッ ト す る こと で 1/0 range check の ロジ ッ ク が イ 
ネー ブル に な る . bit[0] を セッ ト す る と , 1ogica1 device は アサ イン され た 
1I/0 の リー ド に 対 し 55H を 返す . bit[0] を クリ ア す る と , 1ogical1 device は ア 
サイ ン さ れ た 1/0 の リー ド に 対し AAH を 返す . この ファ ンク ショ ン は Activate レ 
ジス タ の bit [0] が 0 の 時 の み 実 行 さ れる . この コマ ンド は オプ ショ ン で あり , コ 
ン フ ィ グ 可能 な 1/0 ボ ー ト を 持た な い ボ ー ド に は イン プリ メン ト し な い . 
・Activate レジ スタ Activate レジ スタ は 1ogica1 device を アク ティ ブ / イ ン ア 
クティ ブ に する た め に 使用 され る リー ド / ラ イト レジ スタ で ある . アク ティ ブ な 
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1ogical device は 通常 動作 の すべ て の C バ ス サ イ クル に 応答 する . イン アク ティ 
ブ な logical device は , どの C バ ス 信号 も ドラ イブ せ ず 応答 も し な い . bit[0] 
が アク ティ ブ ビ ッ ト で , “1“ に セッ ト さ れれ ば 1ogica1 deviee は アク ティ ブ に 
0 り 。 の の で 00 ライ ンチ アン シコ イン (9) 


FnwreF JP 
FESET 


Set CS 内 h 


active Cammands 
Vait for Keg 


In1t1at1nn au 


wctiwe Commands 
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Wa1t TnF Ka 
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田 ブ ラグ & プ レイ アイ ソレ ーション の 流れ 


パワ ー オ ン 時 , すべ て の プラ グ 層 プレ イボ ー ド は RESET を 検出 し , CSN を 0 に セッ 
ト し Wait for Key ス テー ト に 移行 する . 初期 設定 情報 を 不揮発 デバ イス か ら ロー 
ド す る た め に , プラ グ 史 プレ イボ ー ト へ の アク セス は RESET や Reset コ マン ド か ら 2 
msec の ウェ イト を 入れ る 必要 が ある . 

Wait for Key ス テー ト の ボー ド は , initiation key を 検出 する まで 自動 コン 
フィ グレ ーション ボート へ の アク セス に 応答 し な い . ボー ド は プラ グ 交 プレ イイ ン 
ター フェ イス へ の すべ て の C バ ス ア クセ ス を 無視 する . 

ボー ド が initiation key を 受信 し た ら S1eep ス テー ト に 移行 する . この ステ ー 
ト で は ボー ド は ライ ト デ ー タ が 00H の Wake [CSN] コマ ンド を 待つ . この Wa ke [CSN] 
コマ ンド は すべ て の ボー ド を TIsolation ス テー ト に し , シリ アル TID/ リ ソー ス デ ー 
タ の ポイ ンタ を リセ ッ ト す る . 

Set RD_DATA port コ マン ド を 使用 し て READ_DATA port address を セッ ト す る 
必要 が ある た め , 最初 に ボー ド は Isolation ス テー ト に 移行 する . 

次 に ボー ド を アイ ソレ ー ト する た め に Serial1 Isolation レジ スタ を 72 組 リー ド 
する . ボー ド か ら リ ー ド し た チェ ッ ク サ ム が 有効 で あれ ば 1 枚 の ボー ド を アイ ソ 
レー ト し た こと を 意味 する . アイ ソレ ー ト され た ボー ド は 他 の すべ て の ボー ド が ア 
イソ レー ショ ン 手 順 か ら は ずれ , Sleep ステ ー ト に 戻る 間 , Iso1ati on ステ ー ト の 
まま で ある . ボー ド の CSN は ユニ ー ク な 番号 を セッ ト さ れる . この 値 を ライ ト す る 
こと に より Config ス テー ト に 移行 する . Wake[0] コマ ンド を 送る こと に より この 
ボー ド が S1eep ステ ー ト に 戻り , CSN が 0 で ある すべ で て の ボー ド が TITsolation ス テー 
ト に 移行 する . この 一 連 の 処理 は プラ グ 六 プレ イボ ー ド が 検出 され な く な る まで 行 
われ る . も し , READ_DATA Port の 競合 を 検出 し た ら , すべ て の カー ド を 
Isolation ス テー ト に し , シリ アル デー タ ポ イン タ を リセ ッ ト す る た め に Wake[0] 
コマ ンド を 発行 する . ソフ トウ ェ ア は 次 の シリ アル アイ ソレ ーション リー ドサ イク 
ル を 始め る 前 に 1msec の ウェ イト を 入れ な けれ ば な ら な い 、. 
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弄 リ ソー ス デ ー タ の リー ド 


ボー ド の リソー ス デ ー タ は Config ス テー ト の ボー ド か ら の み リ ー ド され る . 
ボー ド は 2 つの 異な っ た 方 法 の うち の 1 つ に よっ て Config ス テー ト に な る . ボー ド 
大 デイ ジレ ーション 女 理 で 号 り 、 CSN を アサ イン され る こと に より Config ス デー ト 
に 移行 する . また ボー ド は CSN に 合っ た Wake[CSN] コマ ンド を 受け る こと に よっ て 
も Config ス テー ト に 移行 する . 

72 ビ ッ ト の シリ アル ID お よび リソー ス デ ー タ に 関す る すべ て の プラ グ 色 プレ イ 
クア ンク ショ ン は シリ アル ググ バイズ ス の ら リ ー ド きれる, た 、 シリ アル クツ パス の 
ポイ ンタ は Wake [CSN] コマ ンド で リセ ッ ト さ れる . これ は ボー ド が Wake [CSN] コマ 
ンド に よっ て S1eep ス テー ト か ら Config ス テー ト に 移行 し た ら リ ソー ス デ ー タ を ア 
クセ ス さ れる 前 に , まず 9 バイ トト の シリ アル ID を リー ド さ れる こと を 意味 する . ベ 
ンジ ダ IDS8 よ び ひび ユ ニーク シリ アル ナン パパ き 有 多 で め る が 、 こ の 太 財 で リー ドド され だ 
チェ ッ ク サ ム は 無視 する . Isolation ステ ー ト か ら Config ス テー ト に 移行 し た ボー 
ド (すなわち アイ ソン レー ショ ンプ ロト コル が 実行 され , シリ アル ID の 72 ビ ッ ト を す 
べ て リー ド さ れ た ) は Resource Data レジ スタ の 最初 の リー ド で リソー ス デ ー タ を 
返す . 

ボー ド の リソー ス デ ー タ は Status レジ スタ を ポー リン グ し て bit[0] が セッ ト さ 
れる まで 待っ て か ら リ ー ド され る . Resource Data レ ジス タ か ら リ ソー ス デ ー タ を 
1 バイ トリ ー ド する 準備 が で きた と き , この ビッ ト が セッ ト さ れる . Resource 
Data ウラ ジス グリード し たら, 次 の リツ ー ス デー クタ を リー ド ず る 前 (GStatus レン 
スタ を ボー リン グ し な けれ ば な ら な い . この 処理 を すべ て の リ ソー ス デ ー タ を リー 
ド ず る まで 生 う 。 

これ ら の 処理 は ハー ドウ ェ ア が Resource Data レジ スタ の デー タ (8 ビッ ト ) を 
準備 し て お く 必 要 が ある こと を 意味 する . この 処理 が 完了 し た ら ス テー タス bit[0] 
は セッ ト さ れる . Resource Data レ ジス タ が リー ド さ れ た ら , ステ ー タ ス bit[0] 
が クリ ア さ れ , Resource Data レジ スタ の 8 ビッ ト が 準備 で きた ら , ステ ー タ ス bit 
[0] を 再び セッ ト す る . 
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田 ボ ー ド の コン フィ グレ ーション 


プラ グ 有 乏 プ レイ ボー ド は 1ogical1 device 毎 に 使 う 標準 C バ スリ ソース を 設定 す 
る た め の 下 記 の レジ スタ を サポ ー ト する . 


・Memory Address Base レジ スタ (4 つま で の 非 連 続 領域 ) . 
・[/0 Address Base レジ スタ (8 つま で の 非 連 続 領域 ) . 
・Interrupt Level Select レ ジス タ (2 つ まで の 割り 込み レベル) . 
・DMA Channel Select レ ジス タ (2 つま で の DMA チ ャ ネ キル) . 

これ ら の レジ スタ は リー ド / ライ ト 可 能 で , 常に プラ グ 六 プレ イボ ー ド の すべ て 
の logical device の 動作 に 反映 する . リソー ス が プロ グラ マブ ル で な けれ ば , コ 
ジ シ イク グレ ーション ジレ ンズ スク ビッ ウド は リー ド オ オン リー で ある 


コン フィ グレ ーション の 順番 

それ ぞ れ の プラ グ 交 プレ イボ ー ド か ら , ボー ド 上 の 1ogi ca1 device の リソー ス 
RSKIC OMYC 記 きれ だ リ シ ー ス テー ク グ が リー ド さ AA る の グロ グラ マン アル が ョ ン 
ブ ィ グレ ーション レジ スク は ボー ド の プラ グ 錠 プレ イイ ンタ ー プ フェ イス を 通し て 設 
定 さ れる . 

1ogical device の コン フィ グレ ーション レジ スタ は , 最初 に Logica1 Device 
Number Regi ster に logical device number を ライ ト す る こと に よっ て 設定 され 
る . 1ogical device number は リー ド さ れ た ボー ド の リソー ス デ ー タ の 1ogica 1 
device の 順番 で 決定 する . 最初 に リー ド さ れ た 1ogica1 device の 1ogica1 
device number が 0 と な り , 続い て 1, 2… と な る . 1ogica1 device を 選択 し た 
後 ,. プラ グ 交 プレイ レジ スタイン ター フェ イィ イス へ 正しい 値 を ライ ト す る こと に より 
コン フィ グレ ーション レジ スタ が 設定 され る . それ ぞ れ の リソー ス の た め に ライ ト 
され る プラ グ 有 プレ イレ ジス タ は, リソー ス デ ー タ を リー ド し た 順番 に よっ て 決定 
する . 例え ば , 1ogical device が 次 の よう な リソー ス デ ー タ 構造 を 持っ て いた と 
すぐ 。 
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/4 /og/c2/ /er/ce 
74 7o/ ル esc///72/ (の eco7es 7270/ ア の esc///7o/ の 
74 7o/ ル esc///72/ (の eco7es 太 g70/ ア の esc// の 7o/ / 
74 ルツ /esc///76/ (の eco7es ル ん の esc///7o/ の 
747 572/7 / (9e/e7796777 肪 /7C7/ の // 
742 / /esc///7o/ (の ecoyes ル ん の gesc///7o/ 
747 // /esc///72/ (の eco7es /77e/// の 7 の esc///7o/ の 
747 572/7 / (77eX/ se/ の O ア の 6/@/7796/77 /@s の //C@S リ 
742 / /esc///72/ (の ecoyes ル ん の gesc///7o/ 
74 // /esc///72/ (の eco7es /77e/// の 7 の esc///7o/ の 
/47 7 の が (6@/7 の の 7 /@es の //C@ の 6/@/796/7C/ 6@5/ 
74Z ん 


この 例 で は 1ogical device は 2 つの 独立 し た メモ リエ リア と , 1 つの 独立 し た 
1I/0 エ リア を 必要 と し て いる . これ ら は リソー ス デ ー タ を リー ド し た 順番 に 従っ て 
Memory Descriptor 0, Memory Descriptor 1, 1/0 Descriptor 0 と 定義 され 
る . Memory Descriptor 0 は プラ グ & プ レイ レジ スタ の 40H て 44H, Memory 
Descriptor 1 は プラ グ 乏 プレ イ レジ スタ の 48H-4CH, 1/0 Despriptor 0 は プラ 
グ 称 プレ イレ ジス タ の 60H て 61H に プロ グラ ム さ れる . 独立 な function は 
dependent function よ り 前 に 略 く こと を 推奨 する . 

この logical device の 次 の リソー ス デ ー タ は , 1 つの 1/0 port と 1 つの 割り 込 
み の dependent function を 呼び 出す . これ ら は この 1ogica1 device か ら の リー 
ド の 2 番目 の I/0 と 最初 の 割り 込み の リソー ス で ある か ら , 1/0 descriptor 1 と 
interrupt descriptor 0 と な る . 湊 の dep endent function entry も 1/0 
descriptor 1 と interrupt descriptor 0 を 示し て いる . 

これ ら の レジ スタ は 任意 の 順番 で プロ グラ ム す る こと が で きる . 


リソー スプ ログ ラミ ング 
プラ グ 改 プレ イボ ー ド は ,。 ボー ド の CSN を ライ ト デ ー タ と し た Wake [CSN] コマ ン 
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ド を 送る こと に より プロ グラ ミン グ さ れる . これ で CSN が 合っ た 1 枚 の ボー ド の み が 
Config ス テー ト に な り , 他 の すべ て の ボー ド は S1eep ス テー ト に な る . 次 に 
Logical Device Number レジ スタ に 1ogical device number を ライ ト す る こ と に 
より 1ogical device を 選択 する . ボー ド の 1ogica1 device が 1 つ し か 無い と き は 
この 処理 を する 必要 は な い . 

1ogical device 毎 の リソー スコ ン フ ィ グ レー ショ ン を ボー ド の 1I/0, メモ リ , 
IRQ, DMA の レジ スタ を 使っ て プロ グラ ミン グ す る . た と え リ ソー ス が アサ イン され 
な く て も 1ogica1 device の リソー ス 要 求 は プロ グラ ム し な けれ ば な ら ない (ディ 
セー ブル に な る 値 を ライ ト す る ). それ ぞ れ の リソー スタ イプ は 次 の 通り で ある . 


・Memory Configuration メモ リ 空 間 リ ソー ス は memory base address レジ ス 
タ に memory base address を フライト する こと に より プロ グラ ミン グ さ れる . 次 
に , memory control に 適正 な 8/ 16/32 ビッ トメ モリ 動作 と デコ ー ド セレ ク トト オ 
ao グイ ま の 0 も し っ りー コー ドク ンション レン と の ちり ト す 
る と き は , レン ジ 長 を memoy upper limit/range 1ength レジ スタ に ライ ト す 

最高 限 を セッ ト す る と き は , 最高 限度 アド レス を memoy upper 1imit/ 

range length レ ジス タ に ライ ト す る . メモ リリ ソー ス の アサ イン が 無い 場合 は 
memory base address レジスタ お よび upper 1imit/range 1ength レジ スタ に 
は 0 を セッ ト す る . 

・1/0 Space Configuration 1/0 空 間 リ ソー ス は , 1/0 port base address レ 
ジス タ に 1/0 base address[15:00] を ライ ト す る こと に より プロ グラ ミン グ さ 
れる . 1I/0 リ ソー ス の アサ イン が 無い 場合 は 1/0 base address レ ジス タ に 0 を 
選 必 下る 。 


・Interrupt Request Level logical device の interrupt request leve]( は 


Interrupt Level Sel ect レ ジス タ に interrupt request leve] number を フ 
イト する こと に よっ て 選択 され る . この select number は , ITR number を 意味 す 
る . 割り 込み の edge/1eve1 お よび high/1ow ア クティ ブ は Interrupt Request 
Type レ ジス タ に ライ ト し な けれ ば な ら な い . 割り 込み を アサ イン し な い 場 合 は 
Interrupt Level Select レジ スタ に 0 を セッ ト す る . 
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・DMA Channel logical device の DMA channel は , DMA Channel Select レジ 
スク に DMA channe1l number を フラ イト す る こと に より 選択 され る . select 
number( は DRQ/DACK channe1 を 意味 する . DMA channel を アサ イン し な い 場 合 は 
この レジ スタ に 4 を ライ ト す る . 

最後 に 1ogical device の アク ティ ブ ビ ッ ト を セッ ト す る . これ で バス 上 の リ 
ツー ス を プリ イジ され た 1osieal deviee が デア クティ ン に な る ンク ィ ク レー 
ショ ン レ ジス タ の プロ グラ ミン グ が 終わ っ た ら , すべ て の ボー ド は Wait for 
Key ス テー ト に セッ ト さ れ な けれ ば な ら な い ,. 


3.5 プラ グ & プ レイ 標準 レジ スタ 


次 の 図 は card レジ スタ と 1ogica1 device レジ スタ の 順序 を 表 し て いる . この よ 
うに card レ ジス タ は ボー ド 毎 に , 1ogical device レジ スタ は ボー ド の 1ogica1 
device 毎 (に ある . 

注意 : 00H^2FH で イン プリ メン ト さ れ て いな い レ ジス タ は リー ド で 0 を 返さ な けし 
ば な ら な い , 


54 


第 3 章 PC98 バ スプ ラグ & プ レイ 仕様 


ig ロロ 
ng ロア LaFH EnItFnl 
0 じ [日 - Bl FESBFWBH HB HET CHrd 
lg _ 
Ow2F じ 旨 F ロ - awgl wanH ロ nr Haf1hg ロ 
gg さ ロ 
LnH1Cal HawiCg EnFtFnl 
さき 記 LnH1Cal HawiCg EnHtFnl, 
ロ 避 さき FEBSBIFWBH 
ロロ LniEal HBw1Eg EnTtFnl., 
記さ ト BiHnl Haf1irigd 
0 Ln ロ 1cal HawiEg EnHTinuFat1nh Hre per 
デコ 1 恒明 も 
HIEGl HBW1CBE 
gr ロロ LnH1E 引 HEwiEg EnHT1HuFat1nh, 
sgEF FESBFWBH 
ugF ILnH1E 引 HEwiEg EnHT1HuFat1nh, 
ggFE ghHnl Haf1ihigd 


< ニーーーーーー 


田 プ ラグ & プ レイ Card Control Registers 


ママ プラ グ &g プ レプ カー が フン トワ ロー ルレ ンジ スタ 
計 | 


田 ブ ラグ & プ レイ Logical Device Control Registers 


マ プラ グ & プレ フィ 7 og/cg/ /er/ce の 627 の o/ //7/7/7/ の 7 
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田 ブ ラグ & プ レイ Logical Device Configuration Registers 


プラ グ 双 プレ イボ ー ド の リツ ソース ア サイ ン は コマ ンド の 発行 と 同様 に に アド レス 
お よび コマ ンド / デー タ ポ ー ト を 通 し て プロ グラ ミン グ さ れる . 次 の レジ スタ は プ 
ラグ 称 プ レイ ボー ド が 使用 する メモ リ , {1/0, 割り 込み , DMA ソ ー ス を 定義 する . こ 
れ ら の コン フィ グレ ーション レジ スタ は すべ て カレ ント の 1ogi cal device の も の 
で ある . 


WMemory Configuration Registers 

次 表 は メモ リリ ソー ス の 設定 方 法 を 規定 する . も し コン フィ グレ ーション ソフ ト 
ウェ ア が 何ら か の 理由 で メモ リア ロケ ー ト で き な いり 場合 は メモ リリ ソー スレ ジス タ 
(例え ば 40H, 41H, 43H, 44H) に 0 を ライ ト す る . これ に より メモ リ レ ン ジ は ディ 
セー アジ ルル (で こ な か る 。 

1ogical device 毎 に 最大 4 つの メモ リブ ロッ ク を 持て る . 

memory range length レ ジス タ は アド レス bits[23:08] (32 ビ ッ ト メ モリ の 場 
合 は [31:00]) の マス ク で 定義 S さ れ て いる . マス クビ ッ ト が セッ ト さ れ て いた ら メ 
モリ アド レス の その ビッ ト を 比較 に 使用 する . クリ アデ され て いた ら そ の ビッ ト は 上 比 
較 し な い . 例え ば 1ogical device が 64KB の メモ リ を 要求 し て いる 場合 は 次 の よう 
に する . 


27 の / ア /27g6 /e/7g7 の 7 の / ク クタ. 7 の /-//7 
27 の / ア /27g6 /e/7g7 の / /2. の 9/= の の 7 


これ は アド レス の bits [23 :16] の み を 比較 に 使用 し , bits[15:08] お よび bits 
[07 :00] は 比較 し な いこ と を 意味 する . この 64KB ア ドレ ス 領 域 は 64KB 以 上 の バウ ン 
ダリ で な けれ ば な ら な い . 

memory upper 1imit レ ジス タダ タ は メモ リリ ソー ス の 割り 当て より も 1 バイ ト 大 き 
い 値 が 定義 され る . 例え ば , 64KByte の メモ リ を 要求 し て いる 1ogical device( に こ 
1MByte の base address を アサ イン し た と き は 次 の よう に な る . 
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の 27 の / ア の 2se/ ク タ . 7 の /=/ の 7 
の 27 の / ア の 2se/ 7/2. の 9/= の の 7 
270/ ル OO6/ // 太 /7/ ク 7 の /=// が 
7 の / ア 7 の の e/ //77/7/ 72. の の /= の 7 


memory control レジ スタ 42H(32 ビ ッ ト メ モリ の 場合 は 7AH) は プロ グラ マブ プル 
な 8/16 ビ ッ ト 動 作 を サポ ー ト せ ず デコ ー ド タイ プ が 1 種類 し か 使用 で き な い デバ イ 
ス で は リー ドド オンリー で も よい . 43H お よび 44H (32 ビッ トメ モリ の 場合 は 7BH~_ 
7EH) の memory レジ スタ は 自然 な バウ ンダ リ で の 固定 長 メ モリ 領域 の み を サポ ー ト 
する デバ イス で は サポ ー ト する 必要 は な い . 

24 ビ ッ ト と 32 ビ ッ ト memory descriptor の 混在 は 許さ れ な い . リソー ス デ ー タ 
の 最初 の nemory descriptor の タイ プ に よっ て コン フィ グ レー ショ ン レ ジス タダ は 
40H て 5FH カ 6HASH の どちら を 使用 する ヵ 羽 定 する . 


マメ ソス ペー スズ フン ファ グレ ーション 


イン プリ メン ト され て いな い memory configuration register は リー ド 時 に 0 
を 返さ な けれ ば な ら な い . 


マク ピッ ム メ 万 ソス ペー スズ フン ファ グレ ーション 


イン プリ メン ト さ れ て いな い 32 ビッ ト memory configuration register は リー 
ド 時 に 0 を 返さ な けれ ば な ら な い . 
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@|/0 Configuration Registers 

コン フィ グレ ーション レジ スタ の 60H て 6FH は 1I/0 コ ン フ ィ グ レー ショ ン に 使用 さ 
れる . 1ogical device 毎 に 最大 8 つの 1/0 descriptor を 持て る . ベー ス ア ドレ ス 
を 0000H こ する と 1I/0 レ ンジ は ディ セー ブル に な る . 


マル / の フン ファ グレ ーション ンジ スタ 


イン プリ メン ト さ れ て いな い 1/0 configuration regi ster は リー ド 時 に 0 を 返 
さ な け れ ば な ら な い . 


@…InterruDt Configuration Registers 
プラ グ 史 プレ イボ ー ド の それ ぞ れ の 1ogica1 device は 2 つま で の 割り 込み 要求 
を 使用 する こと が で きる . 


〒 //77e/// の 7 フン ファ グレ ーション と ンジ スタ 


イン プリ メン ト さ れ て いな い int errupt configuration register( は リー 時 
に 0 を 返さ な けれ ば な ら な い . 


で @DMA Configuration Registers 


プラ グ 史 プレ イボ ー ド の それ ぞ れ の 1ogical device は 2 つま で の DMA チ ャ ネル を 
使用 する こと が で きる . 
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マ / 久 フン ファ グレ ーション ンジ スタ 


國 


イン プリ メン ト さ れ て いな い DMA configuration regi ster は リー ド 時 に 4 を 返 
さ な け れ ば な ら な い . 


@Reserved and Vendor Defined Configuration Registers 


レジ スタ A9H て EFH は 将来 の プラ グ & プ レイ 拡張 の た め に リ ザー ブ され て いる . 
レジ スタ FOH-FEH は ベン ダ 定 義 と する . 


arms Rag1gt ほ T afirn on 
Ins 


Loge 和 ll Yica comHhgnrationr| 上 相 HEFH FET TE 江 

Ta gaTYs 上 

Logel 中 Yica ecrihgnratisn| PUH-FEH | 生 PF TEmg 避 
*ndor sfimsd 


弄 Neserved Register 


レジ スタ FFH は リザ ー ブ さ れ て いる . 


er 
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3.6 ブ プラグ & ブ レイ リソー ス 


弄 シ リア ル |D 


ヤン グ ア ル / グ 


の Vendor ID 


NESA の メー カ TID を 使う . た だ し MSB を "1" に する . デー タ は 上 位 8 ビ ッ ト , 下位 8 
ビッ ト の 順に 並べ る . 


@Product Number 


ベン ダ が アサ イン する . ボー ド 毎 に 共通 . デー タ は 上 位 8 ビ ッ ト , 下位 8 ビッ ト の 
順に 並べ る . 最 下 位 4 ビ ッ ト は レビ ジョ ン ナ ン バ . 


WSerial/Unigue Number 

32 ビ ッ ト serial1 number は 独立 の プラ グ 層 プレ イボ ー ド を 選択 する た め の ア イ 
ソレ ーション 処理 に の み 使 用 する . これ は 1 つの シス テム に 複数 の 同一 vendor ID/ 
Product Number の ボー ド を 差し た と き に 区 別 す る た め に 使用 する . 従っ て ユニ ー 
ク で な けれ ば な ら な い . も し この 特徴 を サポ ー ト し な いと き は "FFFFFFFF” を 返さ 
な けれ ば な ら な い . この 場合 シス テム 内 で vendor ID/Product Number 毎 に 1 枚 の 
ボー ド し か サポ ボ ポート で き な い こと を 意味 する . 


の Checksum 


時 sum' は デバ イス 褒 識 情報 を リー ド す る と き に 発生 する 競合 を 確実 に な くす 
め に 使用 され る . 
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田 ブ プラ グ & ブ レイ リソース デー タタ イブ 


プラ グ 巡 プレ イリ ソー ス デ ー タ は プラ グ 称 プレ イボ ー ド の すべ て の リソー ス 要 
を 完全 に 記述 し て いる . プラ グ 六 プレ イリ ソー ス デ ー タ は ” タグ "デー タ 構 造 の 並び 
で 与え られ る . プラ グ 科 プレ イボ ー ド に は 最低 限 2 つ の 違っ た タイ プ の デー タ を 必 
要 と する . これ ら を smal1 item, large item と 呼ぶ . 構造 の 一 般 的 な フォ ー マ ッ 
ト を 次 に 示す . 第 1 バイ ト は タイ プ や サイ ズ な ど を 定義 し , それ 以降 に 実際 の 情報 
が 続く . 第 1 バイ ト の bit[7] を sma11 item カ arge item の 区 別 (に 使用 する . 


@ リ ソー ス デ ー タ 要求 

プラ グ 科 プレ イボ ー ド の リソー ス デ ー タ に は , 常に プラ グ & プ レイ Version 
Number, Identifier String お よび 固定 リソー ス を 区 別 す る た め の す べ で て の リ 
ソー スタ イプ が 存在 する . Identifier String は 0S が デバ イス 関連 コン フィ グ 
レー ショ ン お よび , エラ ー メ ッ セ ー ジ に 使用 する . ボー ド ベ ンダ は 人 複数 の テキ スト 
フォ ー マ ッ ト (ANSI ま た は SHIFT-JIS, UNICODE) お よび 外国 書 を サポ ボー ト す る なら 
複数 の ID を 入れ る こと が で きる . 

プラ グ 層 プレ イ Lo gica1 Device は , 任意 の 数 の リソー ス と sma11 お よび 1arge 
item data type の 任意 の 組み 合わ せ を 使用 する こと が 出来 る . 一 般 形式 は 次 の 還 
り . 


1. プ ラグ w プ レイ Version Number. 
2.Tdentifier Str1ng. 
3.Logical Device ID. 

・ こ の Logical Device の 任意 の 互換 デバ イス TD 

・ こ の Logical Device が 使用 する リソー ス (IRQ, メモ リ , 1/0, DMA) 

(3 は Logical Device 毎 に 繰 り 返 され る ) . 
4. リ ソー ス の 終わ り を 示す End Tag. 
コン フィ グレ ーション レジ スタ は リソー ス の リー ド と 同じ 順番 で 設定 され る ため 
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リソー ス 記 述 の 順番 は 重要 で ある (ボー ド の コン フィ グレ ーション を 参照 ) さら に 
Dependent Function の 場合 に は Dependent Function の 設定 に か か わら ず 
descriptor と レジ スタ の 配置 を 一 定 に する た め に nu11 descriptor を 含め る 必要 
が ある か も し れ な い . 

nul1 descriptor は それ ぞ れ の リソー スタ イプ で 定義 され る . 


@Small Resource Data Type 
smal] resource data type は サイ ズ が 2^8 バ イト で 次 の よう な フォ ー マ ッ ト 
に な る . 


補 572// eso//Ce /272 / ル /e /2g /// 
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Trma ll Ksgnunrea ltsTm 本 armsg 


gsgT TP 吾 本 


Yamdor Defimed 
End Tag 


・ プ ラグ み プ レイ Version Number 
プラ グ 改 プレ イ tversion number は その ボー ド と 互換 性 の ある プラ グ 改 プレ イス 
ベッ ク の バー ジョ ン を 示す . ベン ダ 特 有 の バー ジョ ン ナ ン バ も 含ま れ , ボー ド の 
バー ジョ ン を デバ イス ドラ イ バ が 確認 する た め に 使用 され る . 


ママ プラグ プレ ンプ 中 /s/o/7 ルル の e/ 


・Logical Device ID 
Logical Device ID は 1 枚 の ボー ド 上 の 複数 の 1ogica1 device を 識別 する ため 
に 使用 する . Logica1 Device ID の フォ ー マ ッ ト は , シリ アル TD の Vendor ID+ 
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Product Number と 同様 で め ある . 
bits[15:0] Vendor ID bits[15:0]. NESA の メー カ TD を 使う . MSB を 


"1 に する . Logical Device ID の bitsl7:0] が Vendor TID 
の bits[15:8], Logical Device ID の bits[15:8」 が 
Vendor ID の bits[7 :0] に あたる . 
bits[31:16] ベン ダ が アサ イン する デバ イス コー ド . 1 枚 の ボー ド 上 の そ 
れ ぞ れ の 1ogical device に 関し て ユニ ー ク な 値 に し な けれ 
ば な ら な い . 
この ID は デバ イス ドライバ の 選択 に 使用 され る . また オプ ショ ン の コマ ンド を サ 
ボー ト し て いる か どう か の 情報 を 含ん で いる . flag field 0 の bit[0] が "1” な ら 
ば ブー ト 時 に BIO0S に よっ て アク ティ ブ に な る こと を 意味 する . 


補 /og/g/ /er/ce // 


・Compatible Device 1D 

compatible device ID は 互換 性 の ある 他 の デバ イ ス の 1ogi cal device ID を 
持つ . 必要 な ら ば 0S は この 情報 を 互換 性 の ある デバ イス ドラ イ バ の ロー ド に 使用 す 
る . それ ぞ れ の デバ イス に 対し , 複数 の compatible device ID を 置く こと が で き 


0 


Fisld Narns 
OO0110QH (Typa=Osmallitsm nama=Ox3.1sneth=di 
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compatible ID の 使用 例 で , 1ogical ID が ABCD0000H の デバ イス を 出荷 し て い 
る ボー ド ベ ンダ を 考え る . 後に 1ogical ID が ABCD0001H の 新しい デバ イス を 出 条 
する . この 新しい デバ イス は 古い デバ イス と 100% の 互換 性 を 持ち も , さら に 機能 が 師 
加 さ れ て いる . この 場合 , 見 つか れ ば ABCD0001H の ドラ イ バ を ロー ド す る . 
ABCD0001H の ドラ イ バ が 見 つか ら な けれ ば ABCD0000H の ドラ イ バ を ロー ド す る . 


・IRQ Format 

Nu11 IRQ Descriptor: IRQ mask bit を すべ て 0 に する ( 他 の フィ ー ル ド は 無 
條 ) . 

プラ グ 入 プレ イソ フト ウェ ア 動 作 : 該当 する すべ で の TIRQ 1eve] select 
register に 0 を セッ ト す る . IRQ type select regist er に は 02H(high edge 
sense) を セッ ト す る . 


ffsst Hisld Harns 
Byfs TOR1G0n 1gH (T 定 *=ULgTm 引 1 itaml nrarms コ Jsrrgth ニ は cr ば 1 


Byts 1 IIRQ mask hits[7: bit[Q] が IROQ を 志す 。 1 で で 異 求 。 


Byts 2 IRO mask bits[15:8] bit[Q] が IRQg 補 志す 。 1 で で 異 求 。 
Byts 3) lbit[7:d] rssrya(] 


ht[3] 1ow 1= we1 mmgs 
ht 層 ] hn gh 1aya1 asmgg 
Eat[ 11 owa gaTs 
bit[Q] gh adgs sansa( ビ DI ス コー ンチ) 


| CC リス で は tit[] の み 1 と する 


・DMA Format 
Nul1 DMA Descriptor: DMA channel mask bit を すべ て 0 に する ( 他 の フィ ー 
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ルド は 無視 ) . 
プラ グ 必 プレ イン ソフトウェア 動作 : 該当 する すべ て の DMA channe1 select 
register( に 04H を セッ ト す る . 


Fisld Name 
CO101010B (Typs=0.smal1 itsm nama=Ox3.angth=2) 


Byte 1 IDMfA channma1 mask bitg[3: bit[ 記 chamma10 飼 直す 。 1 で で 異 末 
htg[ エ | raga TH 


Byts 2 Hbits[1: ロ ] hl& 転 送 ダ イブ ゴ 
ghit 
1 8 cr 1 本 Eit 
1 1 本 it 
1 1 ragsrws 
EE 1o ac al 中 Yica bms magstsr 


not Eus rmastsr 
ht DA Erts mgls 

mot gkecuts 

1 szxeeuts(hMA 転 和 送 ダ イブ が gbit 中 時 | 
td DTE ward monrda 

not gecutg 

1 sxscutsfhMA 転 送 タ イブ が 1gbit の 時 
ts[ 全 | DA hammia] Tag 品 

0 compatible(C パ スコ ン パ バチ ) 
htt[T] regsrya1 


・Start Dependent Function 

それ ぞ れ log ical device は リソー ス の セッ ト を 要求 する . この リソー ス の セッ 
ト は アー ビ ト レー ショ ン を する た め に 相互 に 関連 が ある こと が ある . この よう な 開 
連 し て いる function の デー タ 構 造 定義 に は 次 の も の を 使用 する . 
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Fis1d Narma 


QO11000B (Type=0sm all item nama =Ox6length=O cr 1) 


start dependent function field は 0 また は 1 バイ ト 長 に な る . 追加 バイ ト は 
start DF tag に 続く リン ソース グループ に 優先 順位 を 付け る た め に 使用 する . 追加 
バイ ト が 無い と き に は 優先 順位 は 無い . 


條 加 バイ ト 


| 2 | 設定 可 だ が 望ま し く な い 


Te 呈 


・End Dependent Function 


Fisld Name 


oO111000B (Typa=Osmall itsm name=Ox7angth=0) 


End Dep endent Function は logical device 毎 に 1 つ し か 許さ れ な い . つま り 
Dependent Function は ネス ト 出 来 な い . 
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・[/0 Port Descriptor 

I/0 ポ ー ト の 記述 に は 2 つの タイ プ が ある . 1 つ は 完全 に プロ グラ マブ ル な C パ バス 
ボー ド . も う 1 つ は 固定 1I/0 が 必要 な 古い タイ プ の C バ スポ ー ド で ある . プラ グ & プ 
レイ 対応 ボー ド は すべ て 16 ビ ッ ト デ コー ド と する の で 固定 I/0 リ ソー ス 要 求 に も 1/0 
Port Descriptor を range minimum base address=range maximum base 
address で 使用 する . Fixed I/0 Location TI/0 Port Descriptor は 10 ビ ッ ト デ 
コー ド の み の サ ポー ト で ある た め PC-98 で は 使用 禁止 で ある . 


Nul] 1/0 Port Descriptor: Range length field を すべ て 0 に する ( 他 の 
フィ ー ル ド は 無視 ) . 

プラ グ 改 プレ イソ フト ウェ ア 動 作 : 該当 する すべ て の 1/0 port base address 
register( こ 0 を セッ ト す る . 


マル //7 /esc///7 の / 


minimum base address は alignment field の バウ ンダ リ (整数 倍 ) と する . 
・Fixed Location IT/0 Port Descriptor 


〒// ル e の / oc27/ の 7 ル ん の //7 /esc///7 の / 


・Vendor Defined 
これ は ベン ダ が 自由 に 使え る . 
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Field Nams 
Q1110xxmB Typa=Osmall itsm nama=OxE.1angth=1-7 


Byts 115 す wsrmdor dsafhmad 


・End Tag 
End Tag は リソー ス デ ー タ の 終わ り を 意味 する . この field の byte 1 が 0 の 早 は 
checksum は 正しい も の と し て 取り 扱う . 


補 //77 /2g 
玉 利 


@Large Resource Data 「ype 
次 に 示す よう に 大 き な コ ン フ ィ グ レー ショ ン デ ー タ 構造 を 含む デー タタ イプ を 許 
す . これ は 64K バ イト まで の デー タ を 許す 16bit 1ength fie1d を 含む . 


Larga 民 ssoures Lata 」Tpe 1ag Hit 


キャ キャ キャ キャ 
デー タ ア イ テ ム 長 its[Q7:00] 


の 1 5O 
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Large Ksgource Itsrr 本 amsg 


Larss ltsrn 寺 arns 1 に 
smorr Ranga La scriptGr 
Yandcr aH1 mia 
3g bj 
39 bi 


Hsrtifhar Strinrg「 上 本 11 
Hartiftsr StrirlgTLITnccgds 1 
-bit maTmlCTY TaTts aacTlDtGr 
-bit Himard 1ocatiorl TL asTnLGTY TaTLSS HascT1DtGT 


・Memory Range Descriptor 

Nul]1 Memory Range Descriptor: Range length field を すべ て 0 に する ( 他 
の フィ ー ル ド は 無視 ) . 

プラ グ 双 プレ イソ フト ウェ アブ 動作: 該当 する すべ て の base address register 
と 1]imit address/range length register に 0 を セッ ト す る . 


ヤ 772/ ア /2/7ge6 /esc///7 の / 


base alignment の 最小 値 を 256 と する . minimum base address は alignment 
field の バウ ンダ リ (整数 倍 ) と する ,. 

アド レス の bi ts [7 :0 | は すべ て 0 と する . また range minimum base addres s= 
range maximum base address と する こと で , 固定 メモ リア ドレ ス の 
descriptor と し て 使用 で きる . 

24 ビ ッ ト と 32 ビ ッ ト memory descriptor の 混在 は 禁止 する . 
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base address に 100000H 以 下 を 指定 する 場合 は D0000H-DFFFFH を 優先 的 に 使用 
す ② よ 9 り (C ず る, 


・ANST Tdentifier String 


ヤ 46/ /2e777/7/e/ 57/7 ヶ 


identifier string は ASCII ま た は SHIFT JIS コ ユー ド に よっ て 表 さ れる . 文字 鹿 
長 は ヘッ ダ に 含ま れる の で 0 で 終端 する 必要 は な い . それ ぞ れ の ボー ド に は 
identifier string が 必要 だ が , それ ぞ れ の 1ogica1 device に は 任意 で ある . 


・Unicode ldentifier Str1ng 


補 /7/co96 /26/77//e/ 57 ケ //7g 


通常 は ANSI identifier string を 使用 する . UNICODE で の 定義 は 後に 行なう . 
・Vendor Defined 


補 /e/720/ /e ア //7e の 
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・32 ビ ッ ト Memory Range Descriptor 

Nul1 Memory Range Descriptor: Range length field を すべ て 0 に する ( 他 
の フィ ー ル ド は 無視 ) . 

プラ グ 双 プレ イソ フト ウェ アブ 動 作 : 該当 する すべ て の base address register 
と 1]imit address/range length register( に 0 を セッ ト す る . 


ヤグ - の /7 72/ ル /2/7ge gsc///7 の / 


minimum base address は alignment field の バウ ンダ リ (整数 倍 ) と する . 
24 ビ ッ ト と 32 ビ ッ ト memory descriptor の 混在 は 禁止 する . 


・32 ビ ッ ト Fixed Location Memory Range Descriptor 


ヤック ピッ た // ル e の / oc27/ の 7 577/ ル 27ge esc///72/ 
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画 リ ソー ス デ ー タ の 作成 方 法 


| 、、 ク 、 ク ク ク 、 ク 、 ク 、、、〈、4〈4mi 
| 6 人 人 ん | mes 
還 還 還 還 還 還 還 還 還 EE 還 EYE 
EE 間 還 FT 
EE 還 ET 
還 還 還 還 還 証 還 還 還 還 還 還 還 間 還 還 EYE 
| うこ 全 ペペ … 


還 還 還 還 EE 還 還 ETC 
EE TEI 


っ [人 
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@ サ ン ブ ル ボ ー ド 


KROM C0000h-DFFFFh の うち の 4KB 
1/0 C000h^EFFFh の うち の 2 ボー ト 
TNT 0, 1, 2, 3, 5, 6(IR 3, 5, 6, 9, 12, 13) の いずれ か 
DMA 0, 2, 3 の いずれ か 
クー ンド ジッ シイ 
Vendor ]D BSAS3h 
Product Number 0001h 
Ser1al Number 01234567h 
Logical Device ]D BSA30001h 
ンー 
プラ グ &g プレ ブイ gg6/ 
// /% の 7 時 /7///2/4 計 /// 
/Z 4 が 
/Z 7 oc7 / ル 7 の e/ 
/Z 7 
/Z の / ガ Se//2/ / ル 7 の e/ 
/Z グ 巡 
// 227 
/Z 6 が 7 
/Z / ゲ が / 77ec ん s/7 


プラ グ & プレ プリ 6/s/27 


74 


// 47 
// 7 
// /⑰ 


/4// /26/77/ 7/e/ 57//7 み 


// の 7 
// が 
// の 7 


/Z 6527//e 2g/ の “ 


// og/Cg/ /er/ce // 


// /27 
// / の 7 
// 4 が 
// の 7 
// の / ガ 
// の 7 


ァ ル の / の /7 /esc///7 の / 


// イク ガ 
// の / ガ 
// の 7 
// 7 
// // が 
// // が 
// 7 が 
// の 7 


/ //7 の 7 /2/7727 


// ク グ ガ 
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プラグ & プレ プリ 6/s/ の 7 人 2e/ 7/2g 
/ ル 6/s/ の 7 /. の 
/ ル 279 の 0/ Sec/7/C ルル 2/s/ の 77 / ル 7 の e/ 


/4// /26777/7/e/ 57///7gZ /2g 
57//7g /e/7g77 (7 グ 


/4A/ /26e/77/7/e/ 57 ケ /7g 


// og/C2/ の er/ce // /2g 
// の g/C2/ /gr/ce // 


/ ル 2 /7e2///6 の 7 の / / の 0 


ァ ル の / の /7 /esc///7/ /2g 

/ //772/7727/ の 7 (7 の の /7 /ecoge/ 

2726 7// カ /7 が 7 の 2se 422/ess (6 の 0 の 
27g6 Mr// み 7 2se 420/ess (と // た の 


2se 29/ess //c/e7e777 の 
人 7 の e/ 7 / の /Z5 69///@ の 


//77 の /2/727 /2g 
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// 6 の 7 
// 2 グ 7 
/ ぢ / の / ガ 


7/// 時 2//2/4 


/ ぢ グ 7 
// 7 
// の 7 


772/ ル 7277g6 gsc///7 の / 


// の / ガ 
// の の 7 
// の 7 
// 277 
// の 7 
// 7 が 
// / の 7 
/ ぢ / の 7 
// の 7 
// / の 7 
// / の 7 
// の 7 


///77 の /2g 


// / の 7 
// の 7 
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//7/ere/ ウ 2 ク の 692/ グ クツ 


/ /7772/7727/ の 77 (7/g77 ///e た の goe/ 


の 婦 /2/7727 /2g 
少 久 2777e/( の クタ 
y 婦 26 


772/ ル 277g6 gsc///7 の / /2g 
// e/7g77 (の 


/ /772/7727/ の 77 
27g6 7/7 み 人 の 2se 42/ess (の 002 の の 


27g6 Mr// み の 2se 4227ess (の の の 
/ の 2se 9/ess //7c/@7e/77( ダ (の 7e/ 


//42/7g6 / e/7g77 767/2c ん s= ダ の 7e/ 


/ た 7 の /2 ヶ 
76 ん s/77 07 4// /eso//ce /272 
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@Dependent Function の 例 

・ 例 1 

最初 の 例 は 優先 順位 が 無い 単純 な ボー ド で ある . この 例 の ボー ド は Base 
Address が 0088H, 0188H ま た は 0288H の 連続 し た 4 つの 1/0 ポ ー ト と , IRQ 3, 10 
12, 13 の うち の 1 つの 割り 込み を 必要 と する . IRQ の 選択 と 1/0 ポ ボー ト の 選択 は 完全 
に 分 離さ れ て いる . この ボー ド の リソー ス デ ー タ は 次 の よう に な る . 


/4 の 2 プラ グ &g プレ ンプ ye/s/ の 7 Me/ 
/47 /26e/7/ げ 7/e/ 57//7g 
/4 /og/Zg/ /er/ce // 
74 // の /o/727 (7 / 人 3 は 72/ ツ / ツ 
74 5?72/7 / 7e/g の の の 

747 / の /o/ み 27 eg の 万 /7 se み の の 92 / め 2se の の の 9 の 
746 6572/7 / 7e/g の 妨 の 

742 / の /o/727 7e/g7 の 人 娘 / se の の 7 の 92 / 婦 r 2se み の /76 め 
74 5?72/7 / eg の 妨 の 

747 / の /o/ み 27 eg の 包 娘 77 2se みみ の の 2 2se みみ の 9 の 
74 7 の / ゲ 
742 ん /2z 


・ 例 2 

Dependent Function は リソー ス 間 の 相互 依存 の 関係 を 記述 する こと が で き る . 
例え ば , [I/0 ボ ポー ト の 00DOH と IRQ 3 また は [/0 ボ ポー ト の 01DOH と IRQ 10 の 組み 合わ 
せ で 設定 し た い 時 の リソー ス デ ー タ は 次 の よう に な る . 


4 プラ グ &g プレ ンプ ye/s/ の 7 Me/ 
/47 /26/7/ げ 7/e/ 57//7g 

/4 /og/cg4/ /er/ce // 

74 972/7 / 7e/g の の の 
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74 / /o/727 ey/g 九 人 娘 / 2se み の の 2 2se み の の 7 
742 /42 /o/27 ( 婦 / の 

742 572/7 / 7e/g の の の 
742 / の /o/727 7e/g の 人 女 / se のみ の 7 rr 2se み の // ツ 
742 // /o/ 六 27 ( 婦 % /72 7 グ 

74 7 の が 

74Z ん /2g 


・ 例 3 

Dependent Function は また , 設定 に 優先 順位 を 付け て 記述 する こと も で き る . 
この 例 で は メモ リ 空 間 を 使用 で きる な ら , ボー ド は メモ リバ ッ フ ァ を 使用 し て デー 
転送 を 実行 する . メモ リ 空 間 を 使用 で き な け れ ば ボー ド は DMA チ ャ ネル を 使用 す 
る . また , 0300H<03FOH の どこ か の 連続 し た 16 個 の [ /0 ボ ー ト と , IRQ 3, 5, 6, 
10,。 12 の うち の どれ か 1 つの 割り 込み を 必要 と する . 128KByte の メモ リウ ィ ン ド ウ 
が 必要 で ある が , 使用 で き な け れ ば 64K バイ ト , 全く 使用 で き な け れ は DMA チ ャ ネル 
を 使用 する . DMA は チャ ネル 0 お よび 3 を サポート す る . この デバ イス の リソー ス 
デー タ は 次 の よう に な る . 


/4 の 2 プラ グ & プレ ンプ ye/s/ の 7 Me/ 
/47 /26/7/ げ 7/e/ め 57//7g 
/47 /og/cg/ /er/ce // 
742 / の /o/727 7e/g の 7 の 妨 / se の? の se 多め 
742 //4 /o/ み 27 ( 婦 57 /4226727 ツ 
74 5?72/7 / eg の の / ( チ /o// か の 
747 72/ ル /o/7727 eg7 の =/ グ 7 太 /7 2se み の 2 の 202 
婦 r se み 22 の の 
74Z / 婦 /2/Z み 27 ( 女 5 /o MM 72277e/ 
742 ?7/7 / eg の 妨 / ( チ /o// か ルル 
747 7o/ ル /o/727 7e/g7 の = の 7 娘 /7 2se の の 2 の 2 
婦 r 2se 多 ( 人 2 の の 
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74Z / 久 /2/77g7 ( 女 /o WM c72777e/ 
74 572/7 が 7e/g7 妨 ん (/o// か ク グ 
74 572/ ル /2/7727 (ey/g7 の = の 7 2se の Z の 202 
刀 r 2se 多 (の 22 の 
74Z 婦 /2/727 ( 始 57 2 クタ 
74 7 の / ゲ 
/4 ん /2g 


・ 例 4 
次 の 例 は Dependent Function の 誤っ た 使い 方 を 示し て いる . これ は 2 つの END 
DF を 含ん で いる が , その よう な 使い 方 は で き な い . 


747 プラ グ & プレ プイ ye/s/ の 7 人 ルル 7 の e/ 
/47 /26/7/ げ 7/e/ 57//7g 
/4 /og/Zg/ /er/ce // 
74 // の /o/727 (7 /7 人 3 は 72 / グ / ツ 
74 572/7 / 7e/g の の の 
74 / /o/727 7e/g 婦 = 人 娘 / 2se の 0 の 52 / め r 2se み の の 6 の 
74 572/7 / eg の 妨 の 
74 / /o/727 7e/g 婦 = 信 / 2se の 7 の 2 / め r 2se み の /7% め の 
742 ?7/7 / eg の の の 
742 / の /o/727 7e/g7 の = 娘 /7 se の の 299 / 婦 r 2se みみ の 6 の 
742 7 の が 
742 ?72/7 / eg の / ( チ /o// か ルル 
742 / 久 /2/727 ( 女 % /o MM 827e/ 
742 ?7/7 / eg の の ん ( チ /o// か ク グ 
742 / 久 /2/727 (2 2 の 
742 7 の が 
74 人 /2g 
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正しく は 次 の よう に な る . 


/4 の 2 プラ グ &g プレ ンプ ye/s/ の 7 2e/ 

/47 /26/7/ げ 7/e/ 57/7g 

/4 /og/Zg/ /er/ce // 

742 // ゆ /o/ み 27 ( 婦 57 /4 太 2 72 / ク / ツ 

746 6572/7 / eg の 妨 の 
74 / /o/727 ey/g 婦 = 人 娘 / 2se の 092 / 婦 r 2se み の の 6 の 
74 / 久 /2/727 ( 女 % /2 MM 72777e/ 

742 ? 婦 /7 / 7e/g の の の 
747 ルツ /o/7 み 27 7e/g7 の = 娘 /7 2se (07 の 9 / 婦 r 2se の の 7 の め 
74 / 久 /2/727 ( 女 % /o MM 72777e/ 

742 ?72/7 が 7e/g7 妨 の 
747 ルツ /o/7 み 27 7e/g7 の = 娘 /7 2se み の の 9 / 婦 r 2se のみ の 9 の 
74 / /2/727 ( 女 S /o 72777e/ 

742 ?72/7 が eg の / ( 婦 /o// か ク グ 
747 ルツ /o/7 み 27 eg 婦 = 娘 /7 se の の 29 / 婦 r 2se の の の 9 の 
74 久 /2/ み 27 ( 始 57 2 タク 

742 ?72/7 / eg の の ん (/o// か ク グ 
747 ルツ /o/7 み 27 7e/g 婦 = 娘 /7 2se (07 の 9 / 婦 r 2se の の 7 の め 
74Z 久 /o/Z み 27 ( 始 57 2 タク 

742 ?72/7 が 7e/g7 カ の / ( 婦 /o// か ク グ 
747 ルツ /o/7 み 27 7e/g 婦 = 娘 /7 2se の % の 9 / 婦 r 2se のみ の 9 の 
742 久 /o2/ み 27 ( 始 57 2 タク 

74 7 の / ゲ 

/47 ん /2z 
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$./ Option ROM Specification 
画 板 要 


この 節 で は ブー ト デ バ イス の プラ グ 層 プレ イ Option ROM に つい て 述べ る . ブー 
ト デ バ イス は 0S を ロー ド す る 前 に 初期 化 さ れ な けれ ば な ら な い . 通常 , ブート デバ 
イス と は 0S を スト ア す る TIPL(Ini tia1 Program Loadd デ バイ ス で ある . し か し 
ここ で は 拡張 し て , 重要 な 入力 お よび 出力 デバ イス も 含む . 


田 プ ラグ & プ レイ Option ROM 


Option ROM を 持つ すべ て の 新 し い プ ラグ 入 プ レイ デバ イス は プラ グ 色 プレ イ 
Option ROM Header を サポ ー ト する . 加え て , 旧 デ バイ ス が プラ グ 必 プレ イ 
Option ROM Header を サポ ー ト する た め に アッ プ グ レー ド す る か も し れ な い . プ 
ラグ プレ イ Option ROM Header は 旧 デ バイ ス が ソフ トウ ェ ア コ ン フ ィ グ レー 
ショ ン 可 能 な リソー ス を 持た な い 時 は , ブー ト デ バ イス の 識別 や 選択 を する プラ 
グ 有 私 プ レイ System BIOS の 手助け と な る . 


@Option ROM Header 


補 の 7/277 7 /72226/ 


Option ROM ID- オプ ショ ン ROM の 存在 を 確認 する た め の TD. 
各 エ ント リ に つい て は , この 後 の , 「 本 体 BITOS と の イン ター フェ イス 」 を 参照 す 
レ 
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@Expansion Header for プラ グ & プ レイ 


Signature- す 忌 て の Expansion Headers は ユニ ー ク な BExpansion Header 
Identifier を 含 pb. プラ グ & プ レイ の Expan sion Header Identifier は ASC1 1 文 
字 夕 の "$PnP"“ (24H, 50H, 6EH, 50H) で ある . 

Header Revision- この スト ラク チャ の レビ ジョ ン 番 号 の み 示 し , 準拠 する プ 
ラグ 和 プ レイ BIOS の レビ ジョ ン を 示す も の で は な い . 
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Offset of next Header- これ は この Option ROM か ら 次 の Expansion ROM 
Header ヘ リン ク する た め の 領 域 で ある . も し 他 の Expansion ROM Header が な け 
れ ば ここ は 0000H に な る . 

Check sum- 各 Expansion Header は 個別 に チェ ッ ク サ ム を 持つ . これ は 有効 な 
Expansion Header の 使用 を 決定 で きる ソフ トウ ェ ア ( こ こ で は シス テム BIOS) を 許 
す . 算出 方 法 は 8 ビッ ト の 値 と し て バイ ト 単 位 に Checksum を 含む すべ て の 抜 
ヘッ ダグ を 合計 し た 値 が 00H に な る よう に する . 

Device Identidier- プラ グ 必 プレイ Logical Device TID. 

Pointer to Manufacturer String- これ は オプ ショ ン ROM 内 で ASC11Z 

(ASCIT コ ー ド で 表し , 終わ り に 00H を 置く ) で 表 さ れ た ボー ド ベ ンダ の 文字 列 の 
ポイ ンタ へ の オフ セッ ト で ある . これ は オプ ショ ン で あり , 0000H の 時 は サポ ー ト 
され て いな いこ と を 意味 する . 

Pointer to Product Name String- これ は オプ ショ ン ROM 内 で ASCIIZ で 表 さ 
れ た プロ ダク ト 名 の 文字 列 の ポイ ンタ へ の オフ セッ ト で ある . これ は オプ ショ ン で 
あり , 0000H の 時 は サポ ー ト され て いな いこ と を 意味 する . 

Device Type Code- この フィ ー ル ド は ユー ザ 和 0S が ブー ト デ バ イス を 特に 指定 
し て いな い 時 , シス テム BI0S が ブー ト デ バ イス に 優先 度 を 付け る の を 助け る た め の 
一 般 的 な デバ イス タイ プ の 情報 を 含む . 

Device Type Code は 3 つの バイ ト 領 域 に 分 けら れる . 1 バイ ト 目 は 一 般 的 な デバ 
イス タイ プ を 表す Base-Type Code か ら な る . 2 バイ ト 目 (3Device Sub-Type で 定 
義 は Base-Type Code に 従属 する . 3 バイ ト 目 は Base-Type と Sub-Type を も と に 
Device Programming Interface(If-type) を 定義 する . 


補 /er/ce / ル の e 6 の 2/ の 


Device Indicators- この フィ ー ル ド で Display, Input, IPL の 3 つの デバ イ 
ス の 1 つ で ある こと を 議 別 で きる . 
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=1 の 時 、Dawics Dryar Imtializaticn Mods1 を サポ ボー ト す る 


6 | =10 の 時 、 こ EE ロ f は Shadsw 可能 記 市 る 


|3 | =1 の 時 、 この RnMl は cachs atls で ある 


中 | ニ 1 相 時 、 こ の Enmll は ゴー ト デ バ イス と し て 選択 され た 時 


の み 有 効 で れ ば よい 。=0 の 時 、 そ れ 以 外 
|2 | 1 の 時 、rL デ パイ ス で ある 表す 
| 1 | 1 の 時 、jmpnt デ パリ イス で ある こと を 表す 
0 | 1 の 時 、 Display デ パイ ス で ある こと を 表す 


以下 の エン トリ は PC-9800 シ リー ズ で は 使用 しない . 


Boot Connection Vector 

Disconnect Vector 

Bootstrap Entry Ponnt 

Static Resource Information Vector 


@ 本 体 BIOS と の イン ター フェ イィ ス 
・BIOS か ら 見 た プラ グ & プ レイ 対応 オプ ショ ン ROM の 初期 化 方 法 
初期 化 エ ント リ 0 

初期 化 エ ント リ 0 で は , XROM Contro1 ITD の 設定 を 必ず 行 う 必 要 が ある . これ は 
続く 初期 化 エ ント リ 1, 拡張 エン トリ お よび ブー ト エ ント リ が 呼び 出さ れる た め の 
重要 な 手続 き で ある . 
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Contro]l ID は , 次 の よう に 設定 する . 


277/o/ // 


ココ 


初期 化 エ ント リ 0 が 呼び 出さ れ た と き , DS:BX レジ スタ に は Contro1 ID を 設定 す 
る アド レス が 格納 され て いる . 従っ て , 各 XROM で は 次 の よう に Contro1 ID を 設定 
すれ ば よい . 


7 ワレ 7e が の 5./ み /, 7 ん ん ん の 
8KB の ROM の 場合 は さら に , 
7/2】/ 7e が の 5.// テリ / 7/ み xrw み の 


と し , 4KB 毎 に BX レジ スタ に 1 を 加え た アド レス に Contro1 ID を 設定 する . 

Contro1 TID を 設定 し た 後 , XROM で 制御 する デバ イス , メモ リ 等 の 初期 化 を 生 い 
RETF 命 令 で 処理 を 終了 する . また プラ グ 必 プレ イ 対 応 デ バイ ス は , デバ イス の コン 
フィ グレ ーション を 行う . この 際 , DS レジ スタ を 保証 し な けれ ば な ら な い . 
注意 : も し , プラ グ 肥 プレ イ 対 応 拡 張 ROM が デバ イス の コン フィ グレ ーション ( 失 

敗 し た 場合 は , 該当 する ROM 領 域 の Contro1 ID を 全て 0 に する . 


ら に , 初期 化 エ ント リ 0 は 次 の パラ メー タ を 受け 取る . 
ES:DI BIOS プ ラグ 改 プ レイ TInstallation Check Structure の ボ ポイ ンタ 


CS C バ スプ ラグ 避 プ レイ の CSN 
DX C バ スプ ラグ 逐 プ レイ の Read DATA Port 
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初期 化 エ ント リ 1 

この エン トリ は , 初期 化 時 に 低 束 な 装置 に 1/0 を 実行 する XROM の た め の も の で あ 
る . 初期 化 エ ント リ 0 で 1{/0 を 実行 し , その 終了 を 待た ず に Exit し た 時 , この エン 
トリ で その 1/0 の 終了 を 待つ こと が で きる . これ に よっ て , 複数 の デバ イス に 対し 
て 同時 に 1/0 を 実行 で き , シス テム の 初期 化 如 理 を 高速 化す る こと が で きる . 

初期 化 ベ エン トリ 1 は 次 の パラ メー タ を 受け 取る 


ES:DI BIOS プ ラグ 史 プ レイ TInstallation Check Structure の ボイン タ 
CS C バ スプ ラグ プレ イ の CSN 
DX C バ スプ ラグ 必 プ レイ の Read DATA Port 


注意 : コン フィ グレ ーション に 失敗 し た プラ グ 色 プレ イ 対応 デバ イス (Contro1 
ID = 0) の エン トリ は 呼び 出さ な い . 


拡張 エン トリ 

この エン トリ は , シス テム 初期 化 処 理 や ブー ト 処 理 の 拡 誠 の た め に 用 意 さ れ て い 
る . 必要 な い 場 合 は 。 こ の エン トリ に RETF 命 令 を 用 意 し , 直ちに 処理 を 終了 すれ ば 
選 収 % 

拡張 エン トリ は 次 の パラ メー タ を 受け 取る 


ES:DI BIOS プ ラグ み プ レイ TInstallation Check Structure の ボイン タ 
CS C バ スプ ラグ プレ イ の CSN 
DX C バ スプ ラグ 必 プ レイ の Read DATA Port 


グ ェ Sa の ト U 

この エン トリ は , 上 位 プ ログ ラム PL) の ロー ド を 行う た め の も の で ある . 

林 体 BT0S は 。 ブー トブ プラ イオ リティ を AA レジ スタ に セッ ト し ,。 こ の エン トリ を 
呼び 出す . 各 拡 張 ROM は 該当 する ブー ト プ ラ イオ リティ 値 を 得 た と きのみ , ブー ト 
処理 を 試み る . その 他 の 値 の 場合 は , 直ちに RETF 命 令 で 本 体 B10S へ 制御 を 戻す 
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また , ブー ト に 失敗 し た 場合 も RETF 命 令 で 処理 を 終了 する . 


マフ ブー ム プ ラプ チ グ テア 


上 記 以 外 の ブー ト プ ラ イオ リティ は 未 使 用 で ある が , 将来 の 拡張 の た め に 次 の よ 
うに 予約 され て いる . 


画 正 


IlH1e1HIH F[ 系 デバ イス 
1Il1 回 線 茶 デバ イス 
1U1l1111 固定 ディ スタ 素 デ バイ ス 


注意 : コン フィ グレ ーション に 失敗 し た プラ グ 必 プレイ 対応 デバ イス (Con tro1 
ID = 0) の エン トリ は 呼び 出さ な い . 


さら に , ブー ト エ ント リ は 次 の パラ メー タ を 受け 取る 


ES:DI BIOS プ ラグ 史 プ レイ TInstallation Check Structure の ボイン タ 
CS C バ スプ ラグ 双 プ レイ の CSN 
DX C バ スプ ラグ プレ イ の Read DATA Port 


・ イ ンス トー ル チ ェ ッ ク 構 造 体 
FO0000H-CFFFFFH の 空間 内 で 16 バ イト バウ ンダ リ 毎 に 文字 列 "$PnP” を サー チ す 
る . 文字 列 ?$PnP^ が あれ ば プラ グ 必 プレ イ BI0S が 存在 し て お り , 次 の よう な 構 告 
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体 か ら 必要 な 情報 が 取得 で きる . 


マブ ンズ スズ ムール テ チェ ッ ク 北 訪 女 


Signature - byte0=' $ , byte1= P , byte2= n , byte3=' P* 
Control Field - BIOS の イベ ント 通知 能力 を 示す . 
bit[15-2] : リサ ー プ ブ (0 固定 ) 
bit[1:0]: イベ ント 通知 メカ ニズム 
00 サポ ー ト され て いな い 
9 デ リン グ (C よ りり ポート 
10 割り 込み に より サボ ー ト 


Event notification flag address - イベ ント 通知 メカ ニズム が 上 位 ソ フト 
ウェ ア に よる ポー リン グ で サポ ー ト され て いる と き の イ ベン ト フ ラグ の 物理 ア ドレ 
ンス 。 

Real Mode 16 bit offset to entry po1nt 一 

Real Mode 16 bit code segment address 一 

16 bit Protected Mode offset to entry po1nt 一 

16 bit Protected Mode code segment base address 

アラ クレ イラ ンク タク イム リー ビシ ルル レー プン の ポン トリ ドレス 
RAM と し て 持つ 場合 は サポ ー ト し な い の で 参照 し な いこ と . 

OEM Device Identifier - シス テム を 特定 する た め の TID “PC98” ( 令 ) 

Real Mode 16 bit data segment address 一 

16 bit Protected Mode data segment base address 

プラ グ 交 プレ イラ ンタ イム サー ビス ルー チン を 利用 する 際 , 呼び 出し も と は この 
情報 を 参照 し て セグ メン トディ スク リプ タ を 作成 する . RAM と し て 持つ 場合 は サ 
ボー ト し な い の で 参照 し な いこ と . 
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3.8 従来 ボー ドコ ン フ ィ グ レー ショ ン 
ファ イル 


画 桃 要 


従来 の 98 バ ス 拡 張 ボ ー ド の コン フィ グレ ーション ファ イル フォ ー マ ッ ト を 規定 す 
る . これ は EISA(Extended Industry Standard Architecture) の 
Configuration File Format を も と に し て お り , ここ に は 変更 筒 所 の み を 記載 す 
る . し た が っ て 下記 に 記述 し て いな い 事 項 に つい て は EISA の 仕様 を 参照 する こと . 


田 仕様 


@ ス ロッ トス テー トメ ント 
スロ ッ ト ス テー トメ ント の 値 : value は C98 と する . この ステ ー ト メン ト は オ 
ジン ジョ ン で あめ の 。 


記述 例 


o/ の /= の ぢ 


@ リ バー スス テー トメ ント / バ ー チ カル ステ ー ト メン ト 

スイ ッ チ ステ ー ト メン ト お よび ジャ ン パ ステ ー ト メン ト で 記述 する リバー ス 
ステ ー ト メン ト と バー チカ ルス テー トメ ント の 用 法 は 次 の リス ト を 参照 する こと . 

リス ト に お いて 上 廊 は スイ ッ チ ステ ー ト メン ト で の 用 例 を 示し , 下方 は ジャ ン パ 
ペデ ー ド トド グン ジン ド あ 示 が ん 

な お , 数 値 の 記述 は 10 進 数 , 16 進 数 と も 0~9 で 始ま る こと と する . 
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記述 例 :PC-9801-55 (SCSI ボ ー ド ) の 場合 


47 の 
// = /C の 227“ 
数 人 = CZ 克 - の 5 の 7-22 S⑳/ ア プン ターフ ェ ー ズ が ー ム “ 
大 7 = / ゲ の 
7 た 7 ア = 妃 7" 
o/ の / = の 2 
4 た = @ の の 
の MP7S = CC の 2 の 7-22 S ぐ 7/ ア ンタ ダー フェ ー ズ が ー ム “ 


SW77/ = の 

人 M 大 = 5 の 7 の“ 

?//7 た = ニカ // 

た 7// の 4 = / め 

夏 夏 74 = だ だ? 

/4ZZ/ = / の (7- め "7/-// の “ 
レゴ /// 人 
"9ー// ク グ “ 
"プー// の “ 
"ウー// 7 
"6-// ググ" 
レ の ///[/ 角 
導 /// 

/ ル /74/ = / の の 7- の 77 な ry 

/4677 ア = / の (7- の 7777722 の 


777/2 ミタ g 
数 在 = 6 必 
b7// プ 半ば /// 
7// の 47 = / の 
ルコ /9.C7 ニ 半 / や ) 
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/4gZ =7/ の 7- の ググ - 學 の 7 
ググ - 克 7 ^ 
紀 // 
ジル 人 
多 記 / ア 人 
ぞ -757 の ^ 
グ -7677 < 
グー ^ 

4 の 677 = 7 の 27- め の の 77 の 77 の 7 


の ZZ7// =/ 
数 巡 = 9 
ソ / 7 チ た = /77// が た 
7// の 4 = な ? 
/467W ア = /W/ の 


の MZ ア の) = 7/ 
数 巡 = 9 
ソ / 77 = /77// が た 
7// の 4 = が? 
/467W ア = / の (の 


/ZWC77 の W = ②⑦/ ア ンタ ー フ ェ ー ス が ー だ が"^ 


by///g/// ガ //// ニニ 靖 。 な コノ ルイ バン < 
の の / = 7 の 27 が /7 が 7“ 

// ぜ た 
//9////7 人 に //6 
4 人 9 = 207 
女 //4 の た = / め 
= の / ガ 
S// た = 妨 
/ と の た = ググ 
S/ 刻 字 = 
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/W77 = ⑳777 の 7 の / の 7 クツ 077 
の の / = 742007- の の 2777 が 7“ 

// ぜ た 

//9////7 人 に //6 

4 人 S? = 2007 

女 //4 の た = / め 

7 = の / ガ 

S// た = 妨 

/ と の た = ググ 

S/ 刻 = 

/W/7 = ⑳777 の 2 / の 7 クツ 972 
の の / = た C の 207- と 7 が 77 が 7“ 

// ぜ た 

//9//// 7 人 に ノ /6 

4/ め 人 SS = 6 の 7 

女 //4 の た = / め 

= の / ガ 

。// た = 妨 

/ と の た = ググ 

S 刻 人 = 

/W/7 = ⑳777 の 2 / の タツ の 
の の / = の 27-////7 が 7“ 

// ぜ た 

夏 777 = 娘 

4 人 5 = / ゲ た の 7 

女 //4 の た = / め 

= の / ガ 

。// た = 妨 

/ と の た = ググ 

7/ リ = ご //// 

/W/7 = 577 の 7 の / の タグ 77 
の の / = 7W グ 万 し ん“ 

//S4 の た = だ だ? 

// た 
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/W/7 = 77 の の / の の @ の 
SC77 = ソル の が 一 人 アル スズ“ 

の //7//2 王 義 22// 選 カゲ // 

// ぜ た 

/ の 7/ = WC の 7 

/ の 7/ = 27 

/ の 7/ = WC が 

/W/7 = の ZZ7/ が / の (の の 

/W/7 = の ZZ/ グ / の の (の の 
の ////72 王 義 2// 選 / ク /// 

// ぜ た 

/ の 7/ = の の 7 

/ の 7/ = の グ 7 

/ の 7/ = の 7 

/W/7 = ZZ7// / の (7 7/ 

/W/7 = の ZZ/ グ / の (ん の 
の の / = の W た の 7 の が“ 

// ぜ た 

/ の 7/ = の た の 7 

/ の 7/ = の た グ 7 

/ の 7/ = の た 27 

/W/7 = の ZZ7/ が / の (の の 

/W/7 = の ZZ/ グ / の (7 7/ 
の の / = の 7 の 7 の 2 が“ 

// ザ た 

/ の 7/ = の の 7 

/ の 7/ = 0 の が グ 7 

/ の 7/ = の が 2 が 

/W/7 = の ZZ7// / の (7 7/ 

/W/7 = の ZZ/ グ / の (7 7/ 


S/ が 7/ = 放 チャ ネル" 


の の / と = の 
// た 
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MM = の 

S/ 刻 字 = 

7W77 = ⑳777/ / の Z の の 
の の / と ミグ 

// ぜ た 

MM = ク 

S/ 刻 = 

7W/7 = ⑳777/ ん / の Z の の 
の の / と ミー の 

// ぜ た 

始 = マ 

S 刻 = 


7W77 = ⑳777/ ん / の Z め の 7 


SC7/W = ー 勘 ググ み ン ベル" 

の の / と = の 

// ぜ た 

/7 の = テグ の 

S 刻 人 = 

/W/7 = ⑳77 の (ん / の プク の 77 の 2 
の の / と た ミダ 

// た 

//(/ だ まり 

7/ リ = 半 こ 攻 //// 

/W/7 = ⑳77 の (ん / の 2 の 2 
の の / と = の 

// ぜ た 

/7 の ミウ クゥ 

7/ リ = 半 ご 邦 //// 

/W/7 = ⑳77 の (ん / の の 7 
の の / と = の 

// ぜ た 

7 の = の 

S 刻 = 
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/W/7 = ⑳77 の (ん / の プク の の 972 
の の / と = ミー/ グ 

// た 

(ニク 

// リ // ョ 導 //// 

/W/7 = ⑳777/ ん / の の の の / 
の ////// 王 ニ 生ん 人 

// ぜ た 

//(/ だ きん / 

9/ 刻 夏 = / 

/W/7 = ⑳77 の (ん / の ダク の 7 の / 


SC7/2W = 大 大 タブ“ 

の の /Z = の 09 の の 0 背 大" 

// ゲ た 

/W/7 = ⑳77 の 7 の 72 / の の グ 7 の 
の の / = - の の 4“ 

// た 

/W77 = ⑳777 の 2 / の の 2 グ の 
の の / が = ー ル 7 世 背 ゲ 迷 

// た 


/W/7 = 77 の 2 7 の ⑫ グ の 
の の // = の @ の 29 の 296 旗 ゲ 芝 " 

// ぜ た 

7W77 = 977 の 2 7/ の の グ 7 


3.9 従来 互換 モー ド 


プラ グ 名 プレ イ 非 対応 の 従来 の バー ドウ ェ ア で 使用 する 場合 や デバ イス ドラ イ バ 
な ど を 介さ ず , 直接 1/0 を 設定 され る こと が 多い 種類 の ボー ド で は , 従来 ボー ド 互 
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換 の モー ド を 設け る 必要 が ある . これ ら に つい て は 下記 の 方 法 を 推奨 する . 


・ プ ラグ 双 プ レイ モー ド と 従来 互換 モー ド を 持ち , これ ら の モー ド は スイ ッ チ で 嫌 
り 換 える . この スイ ッ チ は 本 体 に 設置 し て いて も 操作 で きる よう に し て お く . 

・ プ ラグ 改 プ レイ モー ド で は 本 来 の プラ グ 導 プレ イボ ー ド と し て 動作 する . 

・ 従 来 互換 モー ド で は , 従来 ボー ド と 同じ リソー ス を 使用 する . 設定 は ボー ド 上 に 
搭載 する B2PROM 等 の 不揮発 メモ リ に 記録 し て お き , パワ ー オ ン / リ セッ ト 時 に こ 
Nm ド 和 内 で りー ドド て 自選 設定 の る: 

・ 不 揮発 メモ リ へ の アク セス は プラ グ 双 プレ イモ ー ド で 行なう . 使用 可能 リソー ス 
は "Vendor Defined” を 使用 し て 拡張 し た プラ グ & プ レイ リソー ス デ ー タ 内 に 記 
志 ま の 、 デ グ スス は 下記 クー の よう に 条 な う 。 

・ ボ ー ド 固有 の 設定 に 関し て は , さら に 拡張 し て 不揮発 メモ リ に 設定 する か , その 

部 分 の み DIP SW 等 で 行なう . 


不 揮 天 メ モリ へ 中 設定 フロ ー 


Elng and Elay モ ー ド で パロ ー オ ン 
! 


だ ルル ルー トリ UM リー エージ 読み 凹み 


! 
上 邊 株 二 ご ド に て りり も ささ ド 
」 
正 来 ボード と し て 還 導 


補足 


1. プラ グ & プレ イ 対 応 機 種 


1. プ ラグ & プ レイ 対応 機種 


PC-9821An 以 降 の 機種 は プラ グ 六 プレ イ と な っ て お り , プラ グ & プ レイ に 対応 し 
た 拡張 ボー ド , カー ド 等 を 利用 する こと が で きる . 

以下 の 機種 の Windows イ ンス トー ル モ デ ル で は , プラ グ 和 プレ イ を 実現 する た め 
の ソフ トウ ェ ア / デ ー タ ファ イル が イン スト ー ル 済み で ある (フレ ー ム モデ ル は オプ 
ラド 9 の 2 


・MS-DOS Ver5.0A ノ 6. 2 
・Microsoft Windows 3. 1 
・Microsoft Windows 95( 対 応 予定 ) 
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98MATE PC-9821Asd 98NOTE LIGHT 
PC-9821Xt13 SMO2 も 2 
PC-9821Xa12 98NOTE PC-9821Lt 
PC-9821Xa10 PC-9821Ne3 PC-9821Ld 
PC-9821Xa9 PC-9821Nd2 
PC-9821Xa7 PC-9821Na7 98FELLOW 
PC-9821Xe10 (062 PC-9801bAS 
PC=9821T PC-9821Np PC-9801DXS 
PC-9821Xa PC-9821Ns 
PC-9821Xt PC=9621N62 98FiNE 
PC-9821Xn PC-9821Nd PC-9821Es 
PC-9821Xp PC-9821NFT 
PC-9621Xs PC-9821Nm 
PC-9821Xe PC-9821NL/A 
PC-9821ApS 

人 @ 動 人 環境 


1. プラ グ & プレ イ 対 応 機種 


1.1 拡張 ボー ド に お ける 
プラ グ & ブ プレ イ の メリ ッ ト 


提供 され る プラ グ & プ レイ サボ ポート ソ フト ウェ ア お よび ぴ , プラ ク グ & プ レイ 対応 抜 苦 
ボー ド を 利用 する こと に より , 次 の よう な メリ ッ ト が 得 ら れる . 


・ プ ラグ & プ レイ 対応 オプ ショ ン ボ ー ド に お ける 動作 環境 設定 が 不要 に な る . 
っ プラ グ & プ レイ 対応 オプ ショ ン ボ ー ド に お ける スイ ッ チ 設定 操作 (割り 込み 
チャ ネル , 10 ポ ー ト アド レス , 拡張 ROM ア ドレ ス ) が 不要 


注意 : 従来 の ボー ド は , 従来 通り ユー ザ が ボー ド 上 の ディ ッ プ スイ ッ チ / ジ ャ ン 
スイ ッ チ を 設定 


・ シ ステ ム 資 源 ( 割 り 込 み チ ャ ネル , IO0 ボ ー ト アド レス , 拡張 RO0M ア ドレ ス 等 ) を 
ソフ トウ ェ ア に より 管理 可能 と な る . 
っ 使用 し て いる シス テム の 資源 を 画面 上 で 確認 で きる . 

(従来 は ユー ザ が シス テム 資源 の 管理 を し な けれ ば な ら な い . 

サー ド バ ー テ ィ ー 製 の 従来 ボー ド は 画面 の 指示 に 従い 入力 する ) 
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1.2 ブ プラグ & ブ レイ 関連 ソフ トウ ェ ア 


Windows イ ンス トー ルル モデル で は , プラ グ & プ レイ を 実現 する た め の ソ フト ウェ 
ア / デ ー タ ファ イル が イン ス トール 済み で ある . 


・ コ ン フ ィ グ レー ショ ンマ ネー ジャ (CM 
ライ ンク クー ツン ョ ンー ディ ルン グイ (OU 
・ リ ゾ ソース デ ー タ ファ イル 

ヤマ プラ ク % プ レン アプ 凡 六 シフ ムウ ェ ア 


呈 


圏 コ ン フ ィ グ レー ショ ンマ ネー ジャ 


コン フィ グレ ーション マネ ー ジ ャ (CM) は 。 プ ラグ & プ レイ に 対応 し た 汎用 拡張 ス 
ロッ ト (C バ ス ) 用 ボー ド の H/W リソー ス ( 割 り 込 み チ テ チャネル, 10 ボ ポー ト ア ドレ ス , 拡 
張 ROM ア ドレ ス 等 ) の 自動 割り 当て を 実現 する . 


注意 : ・ 目 動 設 定 可能 な が ボード は プラ グ & プ レイ 対応 ボー ド の み . 
・ プ ラグ & プ レイ 来 対応 の ボー ド を 使用 する 場合 に は , コン フィ グレ ー 
ショ ン ニ ユー ティ リティ を 使用 し , 設定 値 を 指定 し た 後に , 従来 同様 ボー ド 
上 の スイ ッ チ 等 で 設定 を 行う 必要 が ある . 
・ 本 ソフ トト は 各 ボ ー ド の ハー ドウ ェ ア 設 定 を 行う た め の も の で あり , 各 ボ ー 
ド を 制御 する ソフ トウ ェ ア ドラ イ バ の 自動 組み 込み 等 は お こ な わ な い . 
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1. プラ グ & プレ イ 対 応 機種 
田 コ ン フ ィ グ レー ショ ン ユ ー テ ィ リ ティ 


コン フィ グレ ーション ユー ティ リティ (CU) に より , 設定 値 の 確認 変更 が 可能 と な 
と の 


・ 自 動 割 り 当て され た 設定 値 の 確認 変更 が 可能 . 
現在 の 設定 値 の 確認 プラ グ & プ レイ 対応 ボー ド の 設定 変更 が 可能 . 
・ ブ ラグ & プ レイ 未 対 応 ボ ー ド の 設定 すべ き 値 の 確認 マニ ュ ア ル で の 設定 可 池 
な 値 の 確認 が 可能 . 
・ プ ラグ & プ レイ 対応 ボー ド (PCI ボ ー ド , プラ グ & プ レイ 対応 で バス 用 ボー ド , PC 
カー ド ) と 未 対 応 ボ ー ド の 混在 使用 時 の H/W リ ソー ス の 重なり を 避け る こと が 可 
能 . 


・MS-DOS 用 と Windows 用 が 用 意 さ れ て いる . 


101 


1. プラ グ & プレ イ 対 応 機種 
田 リ ソー ス デ ー タ ファ イル 


リソー ス デ ー タ ファ イル は , 既存 ボー ド ( プ ラグ & プ レイ 未 対応 ) の セッ ト ア テッ プ 
デー タ (割り 込み チャ ネル , 10 ボ ー ト アド レス , 拡張 ROM ア ドレ ス 等 ) を 記述 し た 
アデ 2P0G あ の 。 


・ プ ラグ & プ レイ サポ ー ト ソフ トウ ェ ア を 使用 し て いる 環境 で , プラ グ & プ レイ 未 
対応 の 従来 オプ ショ ン ボ ー ド を セッ ト ア ッ プ する 場合 に 本 ファ イル が 参照 さ 
れ , 自動 的 に H/W リ ソー ス の ぶつ か り 合 い の チ ェ ッ ク が 行わ れ , 設定 可能 な 資 
源 が 決定 され る . 

っ ユー ザ は , 決定 され た 設定 値 に 従い ボー ド 上 の スイ ッ チ 等 を 設定 する だ け で 
よく , 本 体 や 他 の ボー ド と の ぶつ か り 合 い が な いか を 考え な く て も 良い . 


注意 : 各 ボ ー ド 上 で 資源 ( 割 り 込 み チ ャ ネル , 10 ポ ボ ポート ア ドレ ス , 拡張 ROM ア ドル ス 
等 ) の 衝突 が 発生 し な いよ うに 管理 する こと が 目的 で あり , ボー ド 上 の ス 
イッ チ の 設定 は 従来 通り 必要 で ある . 


一 PC カ ー ド サポ ボ ポート ユー ティ リティ 


PC カー ドサ ポー ト ソ フト ウェ ア は JETIDA Ver4. 2, PCMCIA2. 1 に 対応 し た カー ド 
を 利用 する た め の ド ライ バ お よび ユー ティ リティ で ある . 

JEIDA Ver4.1, PCMCIA2.0 用 の ドラ イ バ , アプ リケーション に 対し て の 互換 性 を 
確保 する ドラ イ バ も 用 意 さ れ て いる . 

詳細 は ! ア プリ ケー ショ ン 開 発 編 第 4 部 PC カー ド 」 を 参照 の こと . 
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1. プラ グ & プレ イ 対 応 機種 


1.3 拡張 ボー ド 設 定 フ ロー 


マ 學 一 / 妥 フワ ー/ プ ラク % プ レイ 応 克 
地 


ヤマ 太 交 が ー ム た 妥 定 フ ワー/ プ ラク プレ イプ 茨 交 め 
9 


設定 フロ ー 注 釈 


*] プラ グ 避 プレ イ に 対応 し て いな い ボ ー ド を 使用 する 場合 に は , 従来 同様 に 手動 


で 設定 する 手順 は 残る . 


*2 現在 の OS 環 境 (MS-DOS, Windows3. 1) で は デバ イス ドラ イ バ の 自動 登録 は 


で さがし いい 
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2.Windows 95 対 応 機種 


一 PC95 対 応 機種 


2.Windows 95 対 応 機種 


Windows 95 対 応 (PC95 の 規格 に 適合 ) と し て 発表 され た 機種 を 以下 に 示す . 


98MATE 
PC-9821Xt18/C12 
PC-9821Xa12/C8 
PC-9821Xa12/C12 
PC-9821Xa10/C4 
PC-9821Xa10/C12 
PC-9821Xa9/C4 
PC-9821Xa9/C8 
PC-9821Xa7/C4 
PC-9821Xa7/C8 
PC-9821Xa7e/S17 
PC-9821Xa7e/S15 
PC-9821Xe10/C4 
PC-9821Xe10/S15 


98MULTi 

(だ 98216x2/SJ15B 
EC(-98216x2/S15T 
PC-9821Cx2/S17B 
FC に 9821Cx2/ 817T 
PC-9821Cb2/B 
PC-9821Cb2/T 
PC-9821Cb2/M 
PC-9821Cb2/A 


98NO1TE 
PC-9821Na7/H3 
PC-9821Na7/HC7 
PC-9821Nx/3 
PC-9821Nx/C7 
PC-9821Ne3 
PC-9821Ne3/3 
PC-9821Nd2 
PC-9821Nd2/3 


98NOTE LIGHT 
(だ 982ULE2/3D 
PC-9821Lt2/3A 
PC-9821Lt2/7A 


PC95 の 規格 に つて は 本 編 「 第 2 部 第 1 章 シス テム デバ イ ス 」 , 及び 弊社 発行 の 「 


Windows 95 ハー ドウ ェ ア デ ザイ ン ガ イド 」 を 参照. 


画 推 奨 仕様 


PC-9821Xa10, Xa9, Xa7 以 降 の 機種 は , Windows 95(PC95) 推奨 仕様 に 対応 し て い 


る . 以下 に 対応 箇所 を 示す . 
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2.Windows 95 対 応 機種 
・ 高 速 シ リア ルイ ンタ ーー フェイス 

115, 200bps の 通信 速度 を サポート. 2 チャ ン ネ ル 装 備 す る 機種 に つい て は , チャ ネ 
ルク 2 に 赤外線 通信 イン ター フェ イス ユニ ッ ト ( オ プシ ョ ン ) を 拉 続 する こと に より , SI 
R 方 式 及 び ASK 方式 の 赤外線 通信 (IrDA 規 格 準拠 ) が 可能 . 


・ 赤 外線 通信 機能 
IrDA 規 格 準拠 の 赤外線 通信 機能 . 115, 200bps の 通信 速度 を サポ ー ト する . 


・DDC 対 応 CRT イ ンタ フェ ー ス 


マ の 7/ // 誠 夢 三 と 請 三 訓 (アナ ワク の ミニ ム -5 の 72 ど ン 


対応 機種 
以下 に 対応 機種 の 一 覧 を 示す 


マ 人 旗 彰一 穫 
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2.Windows 95 対 応 機種 
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2.Windows 95 対 応 機種 


本 編 の 第 2 部 第 3 草 「PC98 バ スプ ラグ 必 プ レイ 仕様 」 は "Plug and Play ISA 

Specification” を , インテル ジャ ノッ パン 株 式 会 社 お よび マイ クロ ソフ ト 株 式 会 社 
の 了解 の 基 に 日 本 電気 株 式 会 社 が PC-9800 シ リー ズ 用 に 変更 作成 し た 資料 か ら 転 
載 し た も の で す -. 
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